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八女インター高速バス停をご利用ください
イベントのご案内
平成28年度決算状況
市民アンケート調査結果

八
女
の
ミ
カン
、全
国へ

９
月
中
旬
か
ら
４
月
ま
で
、
日
本
一
な
が
～
く
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
八
女
の
ミ
カ
ン
。
季
節
ご
と
に
旬
の
ミ
カ
ン
が
出
荷
さ
れ
て

い
て
、
ず
～
っ
と
お
い
し
い
ミ
カ
ン
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ミカン選果場の様子はこち
らからご覧いただけます
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八
女
イン
タ
ー
高
速
バス
停（
高
速

バス
）を
ご
利
用
く
だ
さい

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
運
行
情
報
表
示
）
の
設
置
で
さ
ら
に
便
利
に

▼
茶
の
く
に
八
女
定
期
券（
１
か
月
）

　

八
女
市
民
に
の
み
一
般
価
格
よ

り
３
８
６
０
円
お
得
な
２
万
７
千

円
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ

ス
千
円
で
福
岡
都
心
エ
リ
ア
が
乗

り
放
題
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。
購

入
に
は
市
が
発
行
す
る
証
明
書

（
無
料
）
と
証
明
写
真
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
通
学
に
ご
利
用
の
場

合
は
路
線
バ
ス
通
学
定
期
券
補
助

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
茶
の
く
に
八
女
回
数
券

　

４
枚
綴
り
４
７
２
０
円
（
１
枚

当
た
り
１
１
８
０
円
）
で
、
八
女

市
観
光
案
内
所
や
西
鉄
バ
ス
八
女

営
業
所
、
西
鉄
天
神
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
等
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

福岡都心や
福岡空港方面
へ約 60 分！

高
速
バ
ス
停
は
通
勤
や
通
学
、
旅
行
な
ど
に
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
福
岡
都
市
圏
を
は
じ
め
九
州
各
地
を
つ
な
ぐ
八
女
の
玄

関
口
の
一
つ
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　上りバス停（福岡方面）を約60メー
トル移設し、パークアンドライド駐車
場から近くなりました。さらにバス停
までの階段をスロープ付きの階段に
改良し、通路に防犯カメラや防犯灯
を設置しています。

《駐車料金のご案内》 《通勤・通学時間帯（平日）》

八
女
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
と
福

岡
（
天
神
、
博
多
駅
、
福
岡

空
港
）
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
で

使
え
る
「
茶
の
く
に
八
女
定

期
券
」
と
「
茶
の
く
に
八
女

回
数
券
」
も
好
評
で
す
。

バス停を改良しました

サービス券があれば 100 円で利用できる！  
パークアンドライド駐車場

「バスロケーション
システム」が設置されました
上りバス停（福岡方面）にバスの接近状況等
の運行情報を表示する「バスロケーションシス
テム」が設置されました。バスの運行状況が
分かり便利になりました。

New

　パークアンドライド駐車場（高速
バス利用者専用駐車場）の駐車料
金は、サービス券（※）があれば
24 時間以内100 円でご利用できま
す。また、茶のくに八女定期券を
購入すると無料でご利用できます。
※入庫から 30 分以内は無料。
※サービス券は八女ＩＣバス停で
バスを降りる際乗務員に申し出てお
受け取りください。

利用区分 サービス券
あり

サービス券
なし

茶のくに八女定期券利用者 無　料

入庫から 24 時間以内 100 円
1000 円

入庫から 48 時間以内 200 円

48 時間以上 24 時間ごと プラス 300 円 プラス 500 円

《お問い合わせ》
◦高速バスの運行、駐車場、
定期券、回数券＝西鉄お客
さまセンター

（☎ 0570・00・1010）
◦茶のくに八女定期券購入
証明書の発行＝八女市地域
振興課（☎ 24・8162）

27年度
完了

上り（福岡方面）
八女IC 博多 天神
6:38 7:26 7:40
6:58 7:46 8:00
7:14 8:08 8:22
7:34 8:28 8:42
7:54 8:48 9:02

（平成 29 年 9 月1日現在）

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
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今
年
で
33
回
目
を
迎
え
る
「
八
女

矢
部
ま
つ
り
」。今
回
も
楽
し
い
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
矢
部
村
で

採
れ
た
新
鮮
野
菜
の
販
売
や
、
特
産

物
等
が
当
た
る
入
場
者
抽
選
、
宝
さ

が
し
、
卵
が
も
ら
え
る
コ
ケ
ッ
コ
競
鶏

レ
ー
ス
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。
ま
た
、
矢
部
小
・

中
学
生
が
披
露
す
る
八
女
津
媛
神
社

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
浮
立
」
の
舞

も
見
所
の
ひ
と
つ
で
す
。
山
里
の
秋
、

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
八
女
矢
部
ま
つ
り

に
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝

日
に
ち
＝
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

⃝

場
所
＝
矢
部
川
源
流
公
園

▽
11
月
18
日
㈯

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
＆
セ
レ
モ
ニ
ー
農
林

産
物
品
評
会
表
彰
〈
10
時
～
〉

◦
八
女
消
防
本
部
音
楽
隊
演
奏
〈
11

時
～
〉
◦
も
ち
な
げ
大
会
〈
11
時
30

分
～
〉
◦
八
女
津
媛
神
社
浮
立
（
矢

部
小
中
学
生
）〈
13
時
～
〉◦
公
卿
唄・

木
挽
き
歌
・
山
師
音
頭
（
矢
部
民
謡

を
伝
承
す
る
会
）〈
14
時
～
〉
◦
郷
土

芸
能
「
石
づ
き
」〈
14
時
30
分
～
〉
◦

宝
さ
が
し
〈
15
時
～
〉

▽
11
月
19
日
㈰

◦
飯
干
太
鼓
〈
10
時
30
分
～
〉
◦
も

ち
な
げ
大
会
〈
11
時
～
〉
◦
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
（
ク
マ
ノ
ス
）〈
11
時
30
分

～
〉◦
歌
と
踊
り（
矢
部
村
文
化
連
盟
）

〈
12
時
～
〉
◦
も
ち
な
げ
大
会
〈
13

時
～
〉
◦
歌
謡
シ
ョ
ー
（
山
本
あ
き
）

〈
13
時
30
分
～
〉
◦
祝
い
曲
芸
（
徳
永

潤
）〈
14
時
～
〉◦
郷
土
芸
能「
石
づ
き
」

〈
14
時
30
分
～
〉◦
宝
さ
が
し〈
15
時
～
〉

▽
18
日
・
19
日
共
通

【
ふ
る
さ
と
自
慢
大
集
合
】

新
鮮
青
空
市
場
、ふ
る
さ
と
の
味
コ
ー

ナ
ー
、
焼
き
芋
コ
ー
ナ
ー
、
生
涯
学

習
コ
ー
ナ
ー
、
農
林
産
物
品
評
会
即

売
会
（
19
日
㈰
15
時
～
）

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
】

特
産
物
が
当
た
る
入
場
者
抽
選
、
コ

ケ
ッ
コ
競
鶏
レ
ー
ス
、
重
さ
当
て
ク
イ

ズ
、
木
工
広
場
（
木
工
キ
ッ
ト
販
売
）

八
女
矢
部
ま
つ
り

　
錦
秋
、
色
あ
ざ
や
か
な
紅
葉
に

つ
つ
ま
れ
る
八
女
の
名
、
発
祥
の

地
八
女
津
媛
神
社
。
日
本
書
紀
に

そ
の
名
を
残
す
女
神
「
八
女
津
媛
」

に
見
守
ら
れ
、
歴
史
と
文
化
の
香

り
も
豊
か
な
こ
の
地
に
て
、
紅
葉

狩
り
、
境
内
散
策
、
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
、
俳
句
・
短
歌
大
会
、
青

空
市
場
を
行
い
ま
す
。
な
お
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
お
よ
び
俳
句
・
短

歌
大
会
は
選
考
の
う
え
表
彰
を
行

い
ま
す
。
当
日
は
地
元
住
民
に
よ

る
手
作
り
郷
土
の
味
で
お
も
て
な

し
し
ま
す
。

⃝

期
日
＝
11
月
12
日
㈰
11
時
～

⃝

場
所
＝
矢
部
村
八
女
津
媛
神
社

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
栗
原
さ
ん
（
☎
４
７
・
２

０
７
３
）

八女の名、発祥の地
「八女津媛神社
もみじまつり」

　詠題「秋（秋に関すること）」
または自由。八女津媛神社の投句
箱か官製ハガキやファクス、Ｅメー
ルで投句（自作未発表の作品）し
てください。住所・氏名・電話番
号を明記ください。（※匿名やペン

ネームの応募、連絡先不明の作品
は表彰の対象になりません）
◦応募締切＝11月30日㈭※日消
印有効◦結果発表＝12 月上旬。
入選者には主催者から通知、賞品
として地元の農産物を進呈

八女津媛神社もみじまつり「俳句・短歌大会」作品募集

◦問い合わせ＝もみじまつり実行委員会事務局 栗原悠次さん
　（☎ 47・2073）q yuji@e-yamecha.com

11/12
㈰

イ
ベ
ン
ト

11/18㈯
～19 ㈰

矢部川源流公園
（矢部村北矢部

字鬼塚）

第 32 回笠原まつり

だっでん祭
11月19 日㈰

9 時～ 16 時
旧笠原小学校校庭

だご汁、いもまんじゅう、ヤマメの
塩焼き、焼き鳥など、笠原ならで
はのソウルフード。タカッポ酒を飲
みながら、ステージイベントをお楽
しみください。

◦主催：笠原まつり実行
委員会◦案内：日野さん

（☎ 090・4345・1571）

問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

ほのぼの コケッコ競鶏レース

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
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八
女
市
で
は
条
例
に
基
づ
き
、

毎
年
5
月
と
11
月
に
市
の
財
政
状

況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

平
成
28
年
度
の
決
算
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
広
報
紙
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
簡
素

化
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、「
財

政
事
情
」
は
、
企
画
財
政
課
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
財
政
課
財

政
係
（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

　
平
成
28
年
度
は
、
財
源
の
重
点

的
な
配
分
を
行
い
、
少
子
高
齢
化

対
策
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
、
乳
幼
児
・
こ
ど
も
医
療

対
策
事
業
、
観
光
の
振
興
、
過
疎

対
策
や
定
住
促
進
な
ど
の
事
業
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
で

３
６
５
億
８
６
０
０
万
円
、
歳
出

で
３
５
３
億
３
７
２
６
万
円
、
差

引
き
12
億
４
８
７
４
万
円
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り

越
し
た
事
業
に
あ
て
る
財
源
６
０

０
４
万
円
を
差
し
引
き
、
実
質
収

支
で
11
億
８
８
７
０
万
円
の
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
内
か

ら
2
億
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積

◉
決
算
の
状
況

◦平成28年度歳出　353億3,726万円

農林水産業費
30億3,018万円
           （8．6％）

教育費
24億1,376万円
           （6．8％）

公債費
37億4,113万円
        （10．6％）

衛生費
25億3,601万円
　    （7.2％）

商工費
9億6,125万円
　  　  （2．7％）消防費

11億6,737万円
　  　  （3.3％）

その他
9億1,923万円
         （2.6％）

市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
今
回
は
「
平
成
28
年
度
決
算
状
況
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成28年度

決算状況

◉
企
画
財
政
課
財
政
係
（
☎
２
３・１
３
４
６
）

グ
ラ
フ
❷

グ
ラ
フ
❶

◦平成28年度歳入　365億8,600万円

繰入金
17億3,421万円
　　　 （4.7％）

その他
14億7,683万円
　　　 （4．1％）

繰越金
11億8,152万円
　　　 （3.2％）

市税
68億6,491万円
          （18.8％）

地方交付税
131億8,586万円
　　　 （36.0％）

国県支出金
76億7,648万円
　　　 （21.0％）

市債
26億6,526万円
          （7.3％）

その他
18億93万円
            （4.9％）

自主財源
112億
5,747万円
      （30.8％）依存財源

253億2,853万円
          （69.2％）

  土木費
38億7,644万円

        （11．0％）

  総務費
　47億5,725万円
           （13.4％）

　
　
　民生費
　　 119億3,464万円　　
　　　  　    （33.8％）
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み
立
て
、
残
り
の
黒
字
額
9
億
８

８
７
０
万
円
を
平
成
29
年
度
の
財

源
に
充
当
し
ま
し
た
。

　　
歳
入
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
み
る

と
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
市
税
が
、
歳

入
全
体
の
18
・
8
％
に
あ
た
る
68

億
６
４
９
１
万
円
、地
方
交
付
税
は
、

36
％
に
あ
た
る
１
３
１
億
８
５
８
６

万
円
、
国
県
支
出
金
は
、
21
％
に

あ
た
る
76
億
７
６
４
８
万
円
で
、
自

主
財
源
が
30
・
8
％
、
依
存
財
源

が
69
・
2
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
金

額
の
大
き
い
順
に
目
的
別
に
み
る

と
、
民
生
費
が
最
も
高
く
１
１
９
億

３
４
６
４
万
円
で
全
体
の
33
・
8
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
と
し

て
、
し
ょ
う
が
い
者
の
自
立
支
援
給

付
事
業
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
等
で
す
。
続
い
て
、
総
務
費

が
13
・
4
％
に
あ
た
る
47
億
５
７
２

５
万
円
、
土
木
費
が
11
％
に
あ
た
る

38
億
７
６
４
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
9
月
議
会
に
お
い
て
、
平
成
28

年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成

28
年
度
の
決
算
状
況
を
法
に
基
づ

き
全
国
統
一
の
指
標
と
し
て
計
算
し

た
も
の
で
、基
準
を
超
え
た
場
合
は
、

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
計

画
的
に
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
八
女
市
は
、
国
が
示
し
て
い
る
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
地
方
公
営

企
業
の
資
金
不
足
も
生
じ
て
い
ま
せ

ん
。

⃝

実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に
つ
い
て

は
、
普
通
会
計
（
一
般
会
計
・
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
費
特
別
会

計
・
矢
部
診
療
所
特
別
会
計
）
に

お
い
て
黒
字
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

⃝

連
結
実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に
つ

い
て
は
、
普
通
会
計
に
そ
の
他
の
特

別
会
計
を
含
め
た
数
値
が
黒
字
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

⃝

実
質
公
債
費
比
率
は
、
そ
の
年

度
の
標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
起

債
（
借
金
）
の
返
済
額
（
公
営
企

業
分
や
一
部
事
務
組
合
の
起
債
を

含
む
）
の
割
合
を
出
し
た
も
の
で

す
。

⃝

将
来
負
担
比
率
「
－
」
に
つ
い
て

は
、
負
債
に
充
て
る
た
め
の
財
源
が

負
債
額
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

◉
健
全
化
判
断
比
率　

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険事業費 107億8,256万円 107億1,995万円 6,261万円

簡易水道事業費 5億7,426万円 5億6,468万円 　958万円

住宅新築資金等貸付事業費 267万円  1億162万円 △9,895万円

下水道事業 12億6,998万円 12億4,115万円 2,883万円

介護保険事業費 71億7,678万円 70億1,929万円 1億5,749万円

後期高齢者医療  9億7,396万円  9億7,248万円   　148万円

農業集落排水事業 　　8,057万円 　　7,752万円 305万円

矢部診療所 7,199万円 6,511万円 688万円

黒木町串毛財産区 128万円 0万円 128万円

黒木町木屋財産区 987万円 141万円 846万円

黒木町大淵財産区 1,631万円 69万円 　 1,562万円

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

八女市 － － 8.6 －

早期健全化基準 12.47 17.47 25.0 350.0 

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

◦平成28年度特別会計決算状況

◦健全化判断比率

※実質赤字額および連結実質赤字額がなく、将来負担比率は算定されないため、数値
は「－」と表示しています。

表
❶

◉
歳
出（
使
っ
た
お
金
）の
内
訳

グ
ラ
フ
❷

◉
歳
入（
入
っ
た
お
金
）の
内
訳

グ
ラ
フ
❶

表
❶

財政用語解説
歳入用語
市 税 皆さんから市に納められるお金

地 方
交 付 税

所得税など国が徴収した税金の
中から、市の財政状況に応じて
交付されるお金

国 県
支 出 金

事業など特定の目的の費用とし
て、国・県から交付されるお金

市 債 大きな事業を行うために、国や
金融機関から借り入れるお金

歳出用語

民 生 費 高齢者・しょうがい者・保育所な
どの福祉全般の事業に使うお金

総 務 費 課税徴収・住民窓口・選挙・統
計などの事務に使うお金

土 木 費 道路・公園整備・住宅管理など
に使うお金

公 債 費 市債の返済のために使うお金

農 林 水
産 業 費 農業・林業等の振興に使うお金

衛 生 費
健康診断・予防接種・ごみ回収
など、健康で衛生的な生活に使
うお金

教 育 費
学校運営の費用や、市民会館・
図書館・公民館など教育全般に
使うお金

消 防 費 消防活動・消防施設の整備など
に使うお金

商 工 費 商工業・観光の振興に使うお金

（単位：％）
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◉ 快適で安全・安心な暮らしを支える都市基盤づくりと
    都市機能の充実

◦乗合タクシー運行事業 7,055万円

◦コミュニティＦＭ放送局運営事業 3,300万円

◦道路・河川改良事業 13億4,338万円

◦防災対策事業　 2,057万円

◉ 人と自然にやさしく、暮らしやすい生活空間づくり

◦住宅改修費補助事業 1,704万円

◦雇用促進住宅改修事業 ※ 1 2億7,999万円

◦道路河川愛護活動事業 544万円

◦マイホーム取得支援事業 ※ 2 2,060万円

◦定住促進対策事業 ※ 3 854万円

◉ 地場産業・観光の振興と地域資源を活かした新産業
　創出、雇用の確保

◦八女材普及促進住宅資材助成事業　 3,065万円

◦星野地域振興事業 ※ 4 3億9,647万円

◦プレミアム商品券助成事業 1,995万円

◦新規創業者および新事業展開補助事業 1,215万円

◉ 少子・高齢社会に対応し、自分らしく、安心して暮ら
　せるまちづくり

◦健康づくり・スポーツフェスタ事業　※５ 431万円

◦介護予防事業　 6,240万円

◦乳幼児・こども医療対策事業 ※６ １億3,307万円

◦やめっこ夢祝金事業　 3,005万円

◦路線バス通学定期補助事業 ※７ 990万円

◉ 生きる力の育成と豊かな心を育てるまちづくり

⃝学力向上推進事業 8,874万円

⃝心と体の健康教育推進事業 2,068万円

⃝入学祝金事業 4,079万円

◉ 市民とともに歩み、市民とともに進めるまちづくり

◦まちづくり協議会の活動支援強化事業 3,513万円

◦姉妹・友好都市交流事業 449万円

　本市への転入および定住を促進するた
め、市内で新たに新築住宅や中古住宅を
取得される方を対象に補助金を交付する
制度を設けました。

　老朽化した市営住宅入居者の住替えお
よび新婚・子育て世帯の住宅困窮者の住
まいを確保するため、昨年度、改修した北
棟に続き南棟の改修を行いました。

雇用促進住宅改修事業1

マイホーム取得支援事業2

平成28年度の主な事業
Ｐｉｃｋ Uｐ！

定住促進対策事業3
　移住定住専用サイトを構築し、ＳＮＳで
の情報発信の強化を図りました。
　また、ＰＲ動画やパンフレットの作成、都
市圏等でのイベント参加、市民向けＰＲ等
を行い、移住定住を促進しました。さらに、
内装等に八女産材を使った移住定住相談
コーナーを本庁南庁舎２階に新設しました。

リニューアルした蒲原市営住宅

　　　SNS で移住定住施策を情報発信

子育て支援の充実を図る

移住定住コーナーを開設
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　奥八女の観光拠点として星の文化館と茶の文
化館をリニューアルしました。充実した展示や体
験は八女茶の魅力を内外に伝え、新しく設置し
た九州最大級の天体望遠鏡（有効口径100cm）
で見る観望は多くの方に好評いただいています。

星野地域振興事業4

健康づくり・スポーツフェスタ
事業5

Ｐｉｃｋ Uｐ！

　健康づくりについて楽しみながら学び、健康
寿命の延伸に向け市民みんなで考えるイベント
として「健康づくりフェスタ」を開催し、「スポー
ツ・健康づくり都市」を宣言しました。市民総
参加型のスポーツイベント「チャレンジデー」、
総合型地域スポーツクラブまつり、そして、八
女市グラウンドゴルフ大会を初めて開催しまし
た。多くの市民がこの三つの事業に参加し、市
民の健康やスポーツに対する意識の高揚を図
り、「市民ひとり1スポーツ」の推進を図ること
ができました。

乳幼児・こども医療対策事業6
　乳幼児の入院・通院に係る医療費の助成、小・
中学生の入院に係る医療費の助成に加え、平成
28 年 10 月診療分から、小学生の通院に係る医
療費の助成を開始し、子育て家庭への支援の充
実を図ることができました。

路線バス通学定期補助事業7
　通学する際に利用する路線バスの定期運賃の
一部を補助し、路線バスの利用を促進するととも
に、通学定期券購入に係る経済的負担を軽減し、
子育て環境の整備や定住の促進を図りました。

一般会計市債・基金残高の推移
（単位：億円）

注：平成28年度までは決算、平成29年度は見込み
  　市債(市の借金)の残高は、借入の抑制等により、毎年
度減少し、平成29年度末には274億円となる見込みです。
  基金(市の貯金)の残高は、平成29年度末には197億円と
なる見込みです。

400

300

200

100

0
24年度  25年度  26年度  27年度  28年度  29年度

市債残高

基金残高

311 300 290 281 273 274

199 186
218 218 219 197

子育て支援の充実を図る

新しくなった星の文化館

チャレンジデーで健康づくりを推進

地域を支える大切な公共交通
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「
市
の
取
り
組
み
に
対
す
る

総
合
的
な
納
得
度
」
に
つ
い
て

の
４
段
階
評
価
の
平
均
は
、
３
・

0
４
（
前
年
度
３・
０
7
）
で
、

概
ね
８
割
の
方
が「
納
得
で
き
る
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
納
得
で
き

る
」
と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。

納
得
度
が
高
か
っ
た
施
策
は
、

「
健
康
づ
く
り
・
医
療
体
制
の
充

実（
３・６
２
ポ
イ
ン
ト
）」「
河
川
、

森
林
整
備
・
防
災
、
消
防
体
制

充
実
（
３・５
７
ポ
イ
ン
ト
）」「
防

犯
対
策
・
交
通
安
全
対
策
・
消

費
生
活
対
策
（
３・５
０
ポ
イ
ン

ト
）」
で
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
自

由
意
見
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
多
数
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
全
庁

お
よ
び
全
職
員
に
周
知
を
行
い
、

業
務
の
改
善
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
企
画
立
案
の
情
報
と
し
て
活

用
し
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
ご
要

望
に
対
し
て
行
政
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
に
地
域
や
住
民

の
皆
さ
ま
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
課
題
を
解
決
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
が

取
り
組
む
施
策
に
対
す
る
市
民

納
得
度
の
測
定
や
評
価
・
検
証

の
重
要
な
指
標
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要

ア
ン
ケ
ー
ト
は
業
務
改
善
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
活
用

し
て
い
き
ま
す

重
要
度
・
納
得
度
と
も
に
１
位

「
健
康
づ
く
り
・

医
療
体
制
充
実
」

市
の
取
り
組
み
全
体
に
対
し

て
の
納
得
度
は
３
・
０
4

調 査 地 域 八女市全域

調査対象者 八女市在住の満
20歳以上の人

サンプル数 2,500人

抽 出 方 法 住民基本台帳か
ら無作為抽出法

回収数（率） 960人（38.4%）
実 施 期 間 平成29年4月

市では「市民アンケート」を通じて、市政に対する市民の評価を 4 段階評価により「納得度」「重要度」という
指標で表しています。市民のニーズや施策に対する評価を今後の行政サービス向上につなぎたいと考えていま
す。◦問い合わせ＝企画財政課企画政策係（☎２４・９００９）

八女市の取り組みに対する総合納得度

行政サービスに対する市民アン
ケート調査結果をお知らせします

納得できない 1.9％

無回答など 3.8％

施策実施年度
（アンケート実施時期） 評価段階 総合納得度 「どちらかと言えば納

得できる」以上の割合

Ｈ24年度（Ｈ25年実施） 納得度４段階 3.01 81.2％

Ｈ25年度（Ｈ26年実施） 納得度４段階 2.97 80.2％

Ｈ26年度（Ｈ27年実施） 納得度４段階 3.03 83.8％

Ｈ27年度（Ｈ28年実施） 納得度４段階 3.07 85.2％

Ｈ28年度（Ｈ29年実施） 納得度４段階 3.04 84.0％

設問項目 回答者
数（人）

回答者
の割合

納得の
度合い

納得できる 174 18.1％
84.0％

どちらかと言えば納得できる 633 65.9％
どちらかと言えば納得できない 99 10.3％

12.2％
納得できない 18 1.9％

無回答など 36 3.8％ 3.8％
計 960 100.0％ 100.0％

八女市の取り組みに対する総合納得度

八女市の取り組みに対する総合納得度年度別状況（推移）

どちらかと
言えば 納
得できない

納得できる 
18.1％

どちらかと言えば
納得できる
65.9％

10.3％
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順位 納得度 基本施策名（主な取り組み）

1 3.62 健康づくり・医療体制の充実
2 3.57 河川・森林等の整備/防災・消防体制の充実
3 3.50 防犯対策/交通安全対策/消費生活対策
4 3.50 子育て支援の充実
5 3.49 高齢者福祉の充実
6 3.48 しょうがい者福祉の充実
7 3.43 地域福祉の推進
8 3.43 自然環境保全/地球温暖化防止/ごみ、し尿処理/公害防止対策
9 3.42 上水道整備/水の安定供給/下水道整備

10 3.41 学校教育の充実
11 3.40 農業振興
12 3.36 道路・交通体系の整備
13 3.34 情報通信基盤整備
14 3.30 国民健康保険制度・介護保険制度の運営/生活困窮者支援
15 3.27 林業振興・水産業振興
16 3.25 住宅供給の推進
17 3.22 生涯学習の振興
18 3.21 文化の振興
19 3.21 景観保全/公園・緑地の整備
20 3.19 スポーツの振興
21 3.19 健全な財政運営の推進
22 3.18 行政サービスの提供
23 3.18 観光振興
24 3.18 伝統産業の振興・企業誘致の推進
25 3.07 国際化への対応/平和意識の高揚
26 3.07 商業の振興・商店街の活性化
27 3.03 新産業創出
28 3.02 地域コミュニティづくり
29 3.01 市民と行政の協働・情報共有
30 3.01 人権・同和教育の推進
31 3.00 人権尊重・男女共同参画社会の実現
32 2.99 土地利用/市街地の整備
33 2.98 広域行政の推進/都市間交流

重　
要

ま
あ
重
要

どちらかと言えば納得できる 納得できる

【施策の納得度の 4段階評価】

4.00

3.90

3.80

3.70

3.60

3.50

3.40

3.30

3.20

3.10

3.00

2.90

2.80

2.70

2.60

2.50
2.50 2.70 2.90 3.30 3.703.10 3.50 3.902.60 2.80 3.00 3.40 3.803.20 3.60 4.00

市民の総合納得度
平均 3.04

重要度
平均
3.29

納得度平均
3.26 納得度➡

➡

重
要
度

人権尊重・男女共同参画社会実現
人権教育・人権啓発推進

健全な財政運営の推進

住宅供給の推進

文化の振興

伝統産業の振興・企業誘致の推進

行政サービスの提供 情報通信基盤整備

スポーツの振興
地域コミュニティづくり

生涯学習の振興

国際化への対応 / 平和意識の高揚

商業の振興・商店街の活性化

子育て支援の充実

新産業創出

河川・森林整備 /防災・消防体制充実

観光振興

高齢者福祉の充実

市民と行政の協働・情報共有

国民健康保険制度・介護保険制度の運営/ 生活困窮者支援

景観保全 / 公園・緑地の整備

林業振興・水産業振興

上水道整備 / 水の安定供給 / 下水道整備

しょうがい者福祉の充実

農業振興

防犯対策/交通安全対策/消費生活対策
学校教育充実

地域福祉の推進

道路・交通体系整備

土地利用/ 市街地の整備

健康づくり・医療体制充実

納得度と
重要度の

4段階評価
散布図

自然環境保全/地球温暖化防止/ごみ、し尿処理/公害防止対策

広域行政の推進/都市間交流

現地を確認した後、状況に応じた対応をし
ておりますが、行政区長と話し合いながら
対応をしているところです。

9月に行われた「U-18まちづくり総選挙（八
女青年会議所主催） 」でも、市内の高校生
から同様の提案がありました。若い人たち
のニーズにマッチするような企業誘致を
進めたいと思います。

八女市は、子育て支援に力を入れており、さ
まざまなサービスを用意しています。支援
があることを知らなかったということがな
いように情報提供に努めます。

乗合タクシーに関するご要望については、
地域公共交通協議会の中で研究したいと
思います。

子育て支援をもっと充実してほしい。

もっと若い人たちが地元に残れるような仕
事や職種があればよいのですが…

乗合タクシーの運行を土曜・日曜や５時以
降も行ってほしい。

ガタガタになっている道が多いので整備
してください。

アンケートでいただいた市民の皆さん
からの自由意見の一部をご紹介します
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施設名 受付会場
受　　　付　　　日

受付時間11/1
㈬

11/2
㈭

11/6
㈪

11/7
㈫

11/8
㈬

11/9
㈭

11/10
㈮

福島保育所　※ 福島保育所 　 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
長峰保育所　※ 長峰保育所 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
北山保育所　※ 北山保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
三河保育園　※ 三河保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
八幡保育園　※ 八幡保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
八女中央保育園　※ 八女中央保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
岡山保育園　※ 岡山保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
忠見保育園　※ 忠見保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
上妻保育園　※ 上妻保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
川崎保育園　※ 川崎保育園 ○ 9:00 ～ 18:00
みつとも保育園　　 立花支所

市民生活福祉課
○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15

辺春保育園　　 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
黒木保育園

黒木支所
市民生活福祉課

○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
あゆみ保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
本分保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
木屋保育所 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
大渕保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
矢部保育園　 矢部支所市民生活福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
星野保育所星光園　 星野支所市民生活福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
福島幼稚園 福島幼稚園 11月1日㈬ 8:00 ～ 17:00

認定こども園さいしょうじ幼稚園 さいしょうじ幼稚園 11月1日㈬ 9:00 ～ 12:00

認定こども園白百合幼稚園 白百合幼稚園 11月1日㈬ 14:00 ～ 16:00

認定こども園つくし幼稚園 つくし幼稚園 11月6日㈪ 14:00 ～ 17:00
認定こども園ふじなみ幼稚園 ふじなみ幼稚園 11月１日㈬ 9:00 ～ 15:00
洋光はうす保育園　※ 洋光はうす保育園 11月１日㈬～２日㈭ 9:00 ～ 16:00
あきじ幼児園　※ あきじ幼児園 11月6日㈪～ 7日㈫ 9:00 ～ 17:00
さくらんぼ保育園　※ さくらんぼ保育園 11月１日㈬～２日㈭、4日㈯、6日㈪～ 7日㈫ 10:00 ～ 18:00

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
入

所
申
し
込
み
」
を
下
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

幼稚園・保育所等の入所申し込み受付日程（受付日欄の○印が受付日です）

平
成
30
年
度

幼
稚
園
・
保
育
所
等

の
入
所
申
し
込
み

※印の施設は、当日お子さんの面接があります。　

　
入
所
申
し
込
み
は
、
事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
提

出
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
在
園
児
・
新
入
園
児
を
問
わ

ず
第
１
希
望
の
施
設
の
受
付
日
に
、
各
会
場
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
※
印
の
つ
い
た
施
設
へ
初
め
て
申
し
込
み

を
さ
れ
る
場
合
は
、
お
子
さ
ま
の
面
接
も
行
い
ま
す
の
で

お
子
さ
ま
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、市
役
所
子
育
て
支
援
課
、

各
支
所
お
よ
び
各
施
設
に
、
ま
た
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
お
よ
び
小
規
模
保
育
所
の
入
園
願
書
等
は
各
施
設
に

準
備
し
て
い
ま
す
。
都
合
に
よ
り
下
記
の
日
程
で
手
続
き

が
で
き
な
い
保
育
所
を
希
望
の
人
は
、
11
月
30
日
㈭
ま
で

に
市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
第
１
次
選
考
の
対
象
は
12
月
28
日
㈭

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
方
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
育
所

以
外
を
希
望
の
人
は
各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
所
の
判
定
は
受
付
先
着
順
等
で
決
定
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝

手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
①
支
給
認
定
申
請
書
ま
た
は

支
給
認
定
現
況
届
②
勤
務
証
明
書
な
ど
（
保
育
利
用
者

の
み
）
③
認
印
④
入
園
願
書
（
保
育
所
以
外
へ
の
新
規

申
し
込
み
の
人
）

⃝

保
育
所
等
の
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
▽
八
女
市

役
所
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保
育
係
（
☎
２
３
・
１
３
５

１
）
▽
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
小
規
模
保
育
所

は
直
接
、
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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①
県
条
例
に
よ
り
建
築
が
制
限
さ
れ

て
い
る
範
囲
（
下
図
）

②
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

③
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

1
除
却
等
費
＝
危
険
住
宅
の
撤
去
費
、

動
産
移
転
費
、
仮
住
居
費
な
ど
の
費

用
を
１
戸
当
た
り
80
万
2
千
円
を
上

限
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

2
建
物
助
成
費
＝
危
険
住
宅
に
代
わ

る
住
宅
の
建
設
ま
た
は
購
入
（
土
地

の
取
得
を
含
む
）
の
資
金
を
金
融
機

関
等
か
ら
借
り
入
れ
た
場
合
、
利
子

相
当
額
を
１
戸
当
た
り
４
１
５
万
円

（
建
物
３
１
９
万
円
、
土
地
96
万
円
）

を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
（
借
入

利
率
年
８・５
％
を
限
度
）。

★
補
助
の
手
続
き
に
は
、
県
へ
の
事
前

申
請
や
予
算
計
上
な
ど
期
間
が
必
要

な
た
め
、
事
業
を
検
討
さ
れ
る
際
は
、

下
記
窓
口
ま
で
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【問い合わせ】
▽防災安全課（☎ 23・1731）
▽黒木支所総務課（☎ 42・1111）
▽上陽支所総務課（☎ 54・2211）
▽立花支所総務課（☎ 23・5142）
▽矢部支所総務課（☎ 47・3111）
▽星野支所総務課（☎ 52・3112）

補
助
金
の
内
容

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

  

が
け
崩
れ
な
ど
の
危
険
が
あ
る
区
域
（
が
け
地
近
接
等
危
険
区
域
）
内

に
あ
る
既
存
の
住
宅
（
危
険
住
宅
）
を
除
去
し
、安
全
な
土
地
へ
新
築
（
購

入
も
含
む
）
す
る
人
に
、
国
、
県
お
よ
び
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
移
転
費

用
の
補
助
を
行
う
事
業
で
す
。
補
助
対
象
者
は
市
内
転
居
者
に
限
り
ま
す
。

が
け
地
近
接
等
危
険
区
域
と
は

多くの来場者で賑わった「本町夜市」

  

　
市
で
は
、
市
民
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
事
業
の
提
案
を

募
集
し
ま
す
。
選
考
会
議
で
の
審

査
の
上
、
提
案
を
採
択
さ
れ
た
団

体
に
対
し
て
は
、
事
業
に
要
す
る

経
費
と
し
て
予
算
の
範
囲
内
で
50

万
円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

⃝

募
集
期
間
＝
平
成
29
年
12
月
15

日
㈮
～
平
成
30
年
１
月
22
日
㈪

⃝

活
動
期
間
＝
平
成
30
年
4
月
～

平
成
31
年
3
月

⃝

募
集
様
式
＝
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役

所
地
域
振
興
課
お
よ
び
各
支
所
総

務
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

⃝

事
業
説
明
会
（
次
の
い
ず
れ
か

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

①
11
月
28
日
㈫
19
時
～
、
黒
木

支
所
第
３
会
議
室

②
11
月
30
日
㈭
19
時
～
、
お
り
な

す
八
女
交
流
室
Ｂ

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振

興
課
地
域
づ
く
り
推
進
係

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」
募
集

最
高
50
万
円
を
助
成

高校生が地域活性化策を提案した
「Ｕ-18 まちづくり総選挙」

平
成
30
年
度

　
11
月
に
な
り
、
肌
寒
い
時

季
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
家
庭
で
も
暖
房
器
具

を
準
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
11
月
９
日
か
ら
15
日
ま

で
の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に

秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
な

ど
火
気
を
取
り
扱
う
機
会

が
増
え
、
空
気
も
乾
燥
し
ま

す
。
火
気
を
使
用
す
る
際
は

そ
の
場
か
ら
離
れ
ず
、
目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

火
気
の
取
り
扱
い
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

八
女
消
防
本
部

（
☎
２
4
・
０
１
１
９
）
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　特定の人種や民族、国籍、出身等の人々に対して
激しく侮辱したり、社会から排除しようという差別的
な言動を言います。街宣行動やデモに限らず、インター
ネット上への書き込み等も含まれます。
　こうした言動は、言われている人の尊厳を傷つけ、
人々に不安感や嫌悪感を与えるだけでなく、周囲に
差別、偏見の意識を生じさせることに繋がりかねず、
あってはならないものです。人権尊重の社会を目指
す、日本国憲法の理念からも許されるものではありま
せん。

　こうした人権問題に対処するため、平成 28 年 6 月
3日に、ヘイトスピーチ解消法が施行されました。私
たち一人一人が、差別の解消の必要性に対する理解
を深め、差別的言動のない社会を目指すよう求めて
います。

　お互いの違いを認め合い、人権を尊重し合うこと
で、誰もが暮らしやすい社会を築いていきましょう。
※ 1＝本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解
消に向けた取り組みの推進に関する法律（平成 28 年
6 月3日施行）

◦ヘイトスピーチによる被害など、人権に関する相談
窓口　みんなの人権 110 番

（☎０５７０・００３・１１０）
◦外国語人権相談ダイヤル　平日9:00-17:00

（☎０５７０・０９０・9１１）※中国語、韓国語、英語、フィ
リピン語、ポルトガル語およびベトナム語の 6 か国語
に対応しています。

ヘイトスピーチ解消法が施行されました
人権とは、私たちにとってかけがえのないものであり、誰もが生まれながらに持つ、人間として幸せに生きる権利です。
そして、誰にも侵すことのできない永久の権利として、日本国憲法にも明記されています。しかし近年、ヘイトスピー
チと呼ばれる差別的言動が、テレビやインターネット等で報道される等、社会的な関心を集めています。

１2 月2日㈯ おりなす八女 ハーモニーホール
13:15 ～　開会式
　　　　 小学生による合唱
　　　　 小・中学生による人権作文発表
14:30 ～   ミニ演奏会
　　　　  野田あすか「あなたは、あなたのままで」
　　　　  講演会
　　　　  母・野田恭子「発達障害の娘との 30 年」
はちひめホールほか
11:00 ～    障がい者の人権パネル展
                人権に関する団体活動紹介
                小・中学生による人権ポスター展
                DVD 放映

ヘイトスピーチとは？

私たちにできることは何でしょうか？

相談窓口

スマイルフェスタやめ２０１７

イベント
情　報

※１

人権セミナーやめ 2017
◦演題＝あたりまえの教育として
◦講師＝久留米市勤労青少年ホーム館長
　　　　牛島修彦さん
◦日時＝11月2日㈭　19 時 30 分～
◦場所＝八女市社会福祉会館 3 階大会議室
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平成30 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　閉校した旧上辺春小学校に、ドローンスクールが
開校しました。旧校舎の一部にはすでに平成 24 年
1月から辺春診療所が開所されており、上辺春地区
を含めた市内の地域振興や活性化への貢献が期待
されています。
　スクール名は「J

ジ ュ ア バ ッ ク

UAVACドローンエキスパートア
カデミー福岡南校」。4 日間の授業で法律等の知識
を身に付け、10 時間の飛行訓練でドローン操縦をマ
スターする内容になっています。9 月11日㈪の開講
式で榊校長は「今後様々な産業でドローン操縦者は
必要とされます。安全に、そして実践で活躍してい
ただけるようサポートしていきます」とあいさつ。月
に1回程度の無料体験会や見学会も随時も行なわ
れていますので、詳しくはお問い合わせください。
◦問い合わせ＝▽ J

ジ ュ ア バ ッ ク

UAVACドローンエキスパートア
カデミー福岡南校（☎２２・８１６１）
▽企画財政課企画政策係（☎２４・９００９）

キリトリセン

◦福島中学校へ
松尾光子＝壁掛け扇風機27台、100㎝ビックファン１台
◦三河小学校へ
三河校区運動会実行委員会実行委員長　松延溥之
＝会議用テーブル４台

  寄付のお礼（敬称略）

八女市岩戸山歴史文化交流館「いわいの郷」
申込は電話かファクスで（☎24・3200  N24・3210）

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
を
つ
く
ろ
う

　和紙を透かして光るやわらかい灯りのオリジ
ナルインテリアをつくろう。できあがったランプ
シェードは、２周年記念イベントで展示します。
◦日時＝11月18日㈯ 10 時～ 12 時
◦対象＝小学生以上
◦定員＝ 20 人（先着順）
◦参加費＝ 500 円
◦募集期間＝10 月31日㈫～ 11月10日㈮

（※ 11月６日㈪は休館日）

体験
事業

【11月21日㈫～ 12 月 3日㈰】
福岡県立福島高等学校生徒作品展

（書道部・美術部）
昆虫標本展  「岩戸山古墳で採れる
甲虫とチョウチョたち」

  【11月25 日㈯】
▽ 14 時 30 分～ 16 時 20 分　
記念講演「石棺・石製表飾に見る筑紫・火の古墳文化」
講師 宮崎大学名誉教授 柳澤一男さん／受講料無料／
要申込（11月7日から電話・ファクスで受付、先着150 人）
▽ 16 時 45 分～ 17 時 45 分　
　岩戸山・乗場古墳を守る会による「焼きそば」無料
　提供（先着 100 食限定）
▽ 17 時～ 18 時 30 分
　手作りランプシェード・竹灯明による岩戸山古墳別区
　のライトアップ
▽ 18 時～ 18 時 30 分
　岩戸山古墳別区での雅楽「管絃」演奏

今
年
11
月
に
会
館
２
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

お
陰
様
で
２
周
年
！

【12 月10 日㈰まで】
開館２周年企画展

「石人・石馬と盾持人埴輪」

【横町町家交流館休館のお知らせ】
八女市横町町家交流館は、リニューアル工事のため、11
月1日㈬から平成 30 年 2 月10 日㈯まで休館します。ご
理解とご協力をお願いします。
◦問い合わせ＝地域振興課町並み景観係（☎ 24・8164）

旧
辺
春
小
学
校
に

ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル

が
開
校
し
ま
し
た

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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消費生活
そうだん

㉟

《
事　

例
》

　

総
合
消
費
料
金
が
未
納
…
と
の
ハ
ガ

キ
が
、
裁
判
所
の
関
係
機
関
の
よ
う
な

名
称
の
と
こ
ろ
か
ら
届
い
た
。
内
容
は

「
未
納
し
て
い
る
会
社
か
ら
、
民
事
訴

訟
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
取
り
下

げ
期
日
ま
で
に
連
絡
が
な
け
れ
ば
、
原

告
側
の
主
張
が
全
面
的
に
受
理
さ
れ
、

給
料
差
し
押
さ
え
お
よ
び
動
産
、
不
動

産
物
の
差
し
押
さ
え
を
裁
判
所
立
ち
会

い
の
も
と
、
強
制
的
に
履
行
す
る
」
と

書
い
て
あ
る
。
訴
訟
番
号
も
記
載
さ
れ

て
お
り
、
裁
判
取
り
下
げ
期
日
は
、
明

日
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
か
？

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

商
品
名
や
契
約
日
な
ど
は
特
定
せ

ず
、
誰
に
で
も
当
て
は
ま
る
よ
う
な
内

容
で
、
実
在
の
公
的
機
関
に
よ
く
似
た

名
称
で
届
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ガ

キ
で
の
架
空
請
求
は
15
年
前
か
ら
急
増

し
、
そ
の
後
は
収
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

何
ら
か
の
名
簿
を
入
手
し
た
悪
質
業

者
が
、
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
根
拠
の
な
い

請
求
を
大
量
に
送
っ
た
も
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
は
、
相
手
に
連
絡
せ
ず

に
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
に
、
ま
ず
は
家
族
や
周
り
の
人
、

八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
〈
月
～
金
曜
日
〉
８
時

30
分
～
16
時
30
分

（
☎
２
３・１
１
８
３
）

ハ
ガ
キ
で
の
架
空
請
求
に

ご
用
心
！

第
36
回
人
形
原
句
碑
記
念
句
会
の
入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す

　
「
向
井
去
来
、
野
田
成
亮
顕
彰
碑
」
の

建
立
を
記
念
し
た
句
会
「
人
形
原
句
碑
記

念
句
会
」
が
９
月
17
日
㈰
、
岩
戸
山
古
墳

周
辺
を
吟
行
し
、
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流

館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
入
選
作
品

を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）
。

吉
泉
守
峰 

選

特
選

大
野
分
い
ま
八
州
へ
向
か
ひ
を
り

堤 

多
鶴
子

颱
風
の
磐
井
墳
墓
を
逸
れ
に
け
り松

尾 

貞
義

秋
灯
火
古
代
墓
石
に
見
入
り
け
り大

坪 

榮
子

佳
作

句
碑
訪
へ
ば
杖
に
ま
つ
ろ
ふ
草
の
花牛

島 

景
子

六
世
紀
史
跡
を
訪
ふ
も
発ホ

句
の
秋堤 

多
鶴
子

秋
麗
や
金
の
耳
環
の
資
料
館

松
尾 

貞
義

秋
霖
を
石
人
の
肩
に
目
の
窪
に

穴
見
ミ
キ
エ

秋
の
雨
洗
ひ
つ
づ
く
る
去
来
句
碑伊

藤 

幸
子

　ＩＴ
を活用し地域

の良さを発信します

このようなハガキが来たら注意してください

14

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 29.11）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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11月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

図書館の休館日
11月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

✿11月の館内整理日は24日㈮

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝・休日、館内整理日  
3 ㈷ ,6 ㈪ ,13 ㈪ ,20 ㈪ ,23 ㈷ ,24 ㈮ ,27 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
6 ㈪ ,13 ㈪ ,20 ㈪ ,24 ㈮ ,27 ㈪

《黒木分館の休館日》※火曜、祝・休日、館内整理日

3 ㈷ ,7 ㈫ ,14 ㈫ ,21 ㈫ ,23 ㈷ ,24 ㈮ ,28 ㈫

幼児～小学生の皆さん対象

♥本館＝4日、18日、25日
※土曜14時～おはなしコー
ナー｡  11日はどんぐりおは
なし会
♥黒木分館＝4日㈯10時30
分～　おはなしコーナー

11月のよみきかせ

11月のあかちゃんよみきかせ

0～2歳くらいの赤ちゃん対象
♥本館＝5日㈰、18日㈯
11時～　2階研修室
♥黒木分館＝25日㈯10時
30分～ おはなしコーナー

10月28日金～
   11月12日木

秋
の
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
、
期

間
中
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。

★
本
館
イ
ベ
ン
ト

「
ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
会
」

11
／
11
㈯
14
時
～
◎
出
演

＝
お
は
な
し
ば
さ
ら
か
た
い

「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
展
示
会
」

手
作
り
Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
一
般
公
募
）

の
展
示

「
書
き
出
し
で
見
る 

大
人

の
イ
チ
オ
シ
本
」

図
書
館
員
イ
チ
オ
シ
の
本
を

展
示

「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
週
間
」

図
書
館
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の

展
示
や
、
９
月
に
行
っ
た
蔵

書
点
検
の
結
果
掲
示

★
第
8
回
星
野
村
夢
の
扉

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◦
日
時
＝
11
月
4
日
㈯
13

時
30
分
～
15
時

◦
場
所
＝
星
野
分
館

◦
内
容
＝ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

（
星
光
園
児
の
出
演
）、
劇
団

さ
ん
ぽ
「
お
は
な
し
ど
ろ
ぼ

う
」、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
分
館

（
☎
５
２
・
３
１
２
０
）

★
ゆ
め
み
ら
い
図
書
館
ピ

ク
ニ
ッ
ク

◦
日
時
＝
11
月
5
日
㈰
10
時

～
15
時
頃

◦
場
所
＝ 「
八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る

さ
と
祭
り
」
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広

場◦
内
容
＝
移
動
図
書
館
ゆ
め

み
ら
い
号
、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ

ク
ル
、
お
は
な
し
会
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
分
館

（
☎
４
２
・
０
４
０
０
）

★
と
し
ょ
か
ん
広
場

◦
日
時
＝
11
月
19
日
㈰
10
時

～
15
時

◦
場
所
＝
矢
部
第
一
運
動
場

◦
内
容
＝
移
動
図
書
館
ゆ
め

み
ら
い
号
、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ

ク
ル
、
絵
本
よ
み
き
か
せ
、

雑
誌
付
録
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

等 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
分
館

（
☎
４
７
・
２
２
５
８
）

※
移
動
図
書
館
は
利
用
者

カ
ー
ド
、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク

ル
は
持
ち
帰
り
用
の
袋
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

「杣のさと」のほか八女伝統工
芸館などの情報発信支援も手が
ける。「スマホやタブレット等、Ｉ
Ｔ機器の使い方講座も行ってい
ます。買い物やコミュニケーショ
ン、安否確認など、山間地や高齢
者の方にこそＩＴスキルを高める
メリットは多いと思います。ぜひ
ご相談ください」◦問い合わせ＝
末廣さん（☎090・7382・6650）

　

矢
部
村
の
観
光
物
産
交
流
施
設「
杣

の
さ
と
」
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
情
報

発
信
し
て
い
る
末
廣
修
一
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

「
大
学
卒
業
後
、福
岡
市
内
の
予
備
校

で
英
語
を
教
え
て
い
ま
し
た
が
、結
婚

を
機
に
、
約
20
年
前
に
妻
の
故
郷
で

あ
る
上
陽
町
に
移
住
し
、パ
ソ
コ
ン
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
仕
事
に
携
っ
て
き
ま
し
た
。現

在
も
そ
の
一
環
で『
杣
の
さ
と
』か
ら

依
頼
を
受
け
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
よ

る
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
施
設
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、ヒ
ト
、モ
ノ
、
自
然

な
ど
矢
部
地
域
の
魅
力
を
多
面
的
に

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
比
べ
、共
有
、拡
散
性
に

優
れ
、『
攻
め
』の
情
報
発
信
が
で
き

ま
す
。
動
画
や
写
真
を
効
果
的
に
活

用
し
な
が
ら
矢
部
村
の
フ
ァ
ン
を
増
や

し
、多
く
の
お
客
さ
ま
を
呼
び
込
み
、

い
ず
れ
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
地
域
の
物
産
を

通
信
販
売
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
矢
部
村
で
は
、
新
し
く
今
年
の
9

月
か
ら
情
報
発
信
番
組
「
や
べ
ん
も

ん
」（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
）が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。ま
た
来
年
は
コ
テ
ー
ジ
風

の
宿
泊
施
設
も
完
成
、オ
ー
プ
ン
す
る

予
定
で
す
。そ
の
他
に
も
奥
八
女
地
域

は
観
光
資
源
の
宝
庫
で
あ
り
、ま
だ
ま

だ
市
民
の
皆
さ
ん
も
知
ら
な
い
素
晴

ら
し
い
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。地

元
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
そ
れ
ら
を

掘
り
起
こ
し
、今
後
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
を
活
用
し
な
が
ら
絶
え
間
な
く

地
域
の
良
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

　ＩＴ
を活用し地域

の良さを発信します

フェイスブック「八女・矢部
杣のさと」をチェックしてみ
てください。八女津媛神社
などこれから紅葉が美しい
季節。11月開催の「矢部まつ
り」にもぜひお越しください。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
地
域
の
情
報
を
発
信　

  

末
廣 

修
一
さ
ん（
上
陽
町
）

106

秋の読書週間
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健
康
の
保
持
増
進
や
疾
病
の

予
防
の
た
め
に
一
定
の
取
り
組

み
（
※
１
）
を
行
っ
て
い
る
方
が
、

平
成
29
年
1
月
1
日
以
降
に
、

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
医
師

の
処
方
が
必
要
だ
っ
た
医
療
用

医
薬
品
か
ら
転
用
さ
れ
た
、
薬

局
な
ど
で
購
入
で
き
る
医
薬
品
）

の
購
入
費
用
を
年
間
1
万
2
千

円
を
超
え
て
支
払
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
購
入
費
用
（
上
限
年

間
10
万
円
）
の
う
ち
1
万
2
千

円
を
超
え
る
額
を
所
得
控
除
で

き
る
制
度
で
す
。

　
申
告
の
際
に
は
、
一
定
の
取
り

組
み
を
行
な
っ
た
結
果
、
発
行

さ
れ
る
「
領
収
書
」
や
「
結
果

通
知
表
」、
お
よ
び
ス
イ
ッ
チ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
購
入
し
た
こ
と

が
分
か
る
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
本
制
度
の

適
用
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は

来
年
の
申
告
時
ま
で
各
自
保
管

く
だ
さ
い
。

　個人住民税の特別徴収とは、所
得税の源泉徴収と同様に、給与支
払者である事業主が従業員に毎月
支払う給与から個人住民税を差し
引き、納税義務者である従業員に
代わって市町村に納入していただく
制度です。従業員が自分で金融機
関等に納税に行く手間が省けます
し、納税を忘れて滞納となる心配も
ありません。税額計算は市町村で
行いますので、所得税のように事業

主が毎月計算する手間はありませ
ん。原則として全ての従業員が対
象となりますが、県内市町村統一で
設定した基準に該当し、かつ、特
別徴収が困難な場合は、給与支払
報告書を提出する際に「普通徴収
申請書」による手続きを行うことで
特別徴収を行わないことができま
す。この手続きがない場合は特別
徴収となりますので、該当する場合
は必ず手続きを行ってください。

県内全市町村は、個人住民税の特別徴収
（給与天引）を徹底しています

【問い合わせ】◦制度に関すること＝福岡県税務課個人住民税徴収機
動班（☎ 092・643・3049）／◦手続きに関すること＝八女市役所
税務課市民税係（☎ 23・1113）※直通

詳しくは福岡県ＨＰをご覧ください 福岡県  特別徴収推進

税を考える週間

検索

検索

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

（
医
療
費
控
除
の
特
例
）と
は

医
療
費
等
の
領
収
書
に
代
わ
り

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」を
添

付
す
る
方
式
に
な
り
ま
し
た

（
※
１
）
一
定
の
取
り
組
み
と
は

▽
保
険
者
（
健
康
保
険
組
合
、
市

町
村
国
保
等
）
が
実
施
す
る
健
康

診
査
（
人
間
ド
ッ
ク
、
各
種
健
診

等
）
▽
市
町
村
が
健
康
増
進
事

業
と
し
て
行
う
健
康
診
査
（
骨

粗
鬆
症
検
診
、
生
活
保
護
受
給

者
等
を
対
象
と
す
る
健
康
診
査

等
）
▽
予
防
接
種
（
定
期
接
種

ま
た
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
）
▽
勤
務
先
で

実
施
す
る
定
期
健
康
診
断
（
事

業
主
健
診
）
▽
特
定
健
康
診
査

（
メ
タ
ボ
健
診
）
ま
た
は
特
定
保

健
指
導
▽
市
町
村
が
実
施
す
る

が
ん
検
診

※
本
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場

合
は
、
従
来
の
医
療
費
控
除
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
や
八
女
市
Ｈ

Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
分
以
降
の
医
療
費

控
除
の
申
告
手
続
が
、
従
来
の

医
療
費
等
の
領
収
書
の
添
付
等

に
代
わ
り
、「
医
療
費
控
除
の
明

細
書
」
を
添
付
す
る
方
式
に
改

め
ら
れ
ま
し
た《
注
１
》。た
だ
し
、

医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５

年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
医
療
費
控
除
の
明

細
書
と
し
て
、
医
療
保
険
者
が

交
付
す
る
一
定
の
要
件
を
満
た
す

医
療
費
通
知
《
注
２
》
を
添
付

す
る
と
、
明
細
の
記
入
を
省
略

で
き
ま
す

《
注
１
》
平
成
29
年
分
か
ら
平
成

31
年
分
ま
で
の
確
定
申
告
に
つ
い

て
は
、
医
療
費
の
領
収
書
の
添
付

ま
た
は
提
示
に
よ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

《
注
２
》
一
定
の
要
件
を
満
た
す

医
療
費
通
知
と
は
、
次
の
６
項
目

が
記
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

①
被
保
険
者
等
の
氏
名
②
療
養

を
受
け
た
年
月
③
療
養
を
受
け

た
人
の
氏
名
④
療
養
を
受
け
た

病
院
、
診
療
所
、
薬
局
等
の
名

称
⑤
被
保
険
者
等
が
支
払
っ
た

医
療
費
の
額
⑥
保
険
者
の
名
称

※
医
療
費
通
知
（
医
療
費
の
お

知
ら
せ
）
に
つ
い
て
は
20
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

医
療
費
控
除
の

改
正
が
行
わ
れ
ま
す

※
平
成
29
年
分
確
定
申
告
（
平
成
30
年

度
住
民
税
）
か
ら
適
用

税について  ちょっと  考えてみよう

税を考える週間

国税庁のホームページでは「国
税庁の取り組み」や「税に関す
る情報」を紹介しています。

11月11日ー11月17日

年末調整説明会
八女税務署（☎ 23・5191）

11 月 14 日㈫
　　13 時 30 分～ おりなす八女

11 月 15 日㈬
　　13 時 30 分～ サザンクス筑後

写真はイメージです
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災
害
や
事
業
の
休
廃
業
、
失

業
、
本
人
や
家
族
の
疾
病
等
の
特

殊
な
事
情
で
ど
う
し
て
も
納
期
限

内
に
納
付
が
で
き
な
い
場
合
、
猶

予
制
度
を
活
用
し
分
割
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
八
女
市
で
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
収
入
不
足
や
借
金
問
題
な
ど

の
金
銭
的
問
題
で
納
税
が
困
難
な

方
を
対
象
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
以
下
、「
Ｆ
Ｐ
」）

に
よ
る
無
料
納
税
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
全
般
を

見
直
し
、
安
定
し
た
生
活
お
よ
び

計
画
的
な
納
付
に
結
び
つ
け
る
方

向
性
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
過
払
金
の
発
生
が
分
か
り
、
過

払
金
請
求
に
つ
な
が
っ
た
。

▽
家
族
全
員
の
収
支
を
見
直
し
、

無
駄
な
支
出
を
抑
え
、
借
金
の

返
済
や
納
税
に
つ
な
が
っ
た
。

▽
年
金
受
給
資
格
を
確
認
し
、

年
金
が
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

▽
ロ
ー
ン
を
見
直
し
、
毎
月
の
返

済
額
が
下
が
っ
た
分
で
納
税
に
つ

な
が
っ
た
。

◦
相
談
件
数
＝
86
件

◦
過
払
い
金
返
還
額
＝
８
４
６
万

２
０
７
６
円

◦
Ｆ
Ｐ
相
談
者
に
よ
る
納
付
額
＝

１
２
８
１
万
８
０
０
７
円

　 

八
女
市
で
は
、
福
岡
県
お
よ
び

県
内
市
町
村
と
連
携
し
、
個
人
住
民

税
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
税
の
徴
収

率
の
向
上
と
滞
納
の
縮
減
を
図
る
た

め
、
12
月
を
「
県
下
一
斉
徴
収
強
化

月
間
」（
取
組
期
間
11
～
12
月
）
と

位
置
づ
け
、
県
下
一
斉
に
広
報
に
よ

る
納
税
推
進
、
滞
納
者
に
対
す
る

催
告
の
強
化
、
差
押
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ

ク
、
捜
索
等
の
滞
納
処
分
の
強
化
な

ど
様
々
な
徴
収
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
納
め
忘
れ
の
税

金
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

《 

八
女
市
の
取
り
組
み 

》

▽
差
押
・
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
・
捜
索
等

滞
納
処
分
の
強
化
▽
ヤ
フ
ー
官
公
庁

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

▽
平
成
29
年
度
南
筑
後
地
区
県
・
市

町
合
同
公
売
会

【
日
程
】
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

【
会
場
】
お
り
な
す
八
女

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
滞
納
!! 

県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
」
で
す

納
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　
～
わ
す
れ
て
い
ま
せ
ん
か
、「
納
税
」
を
～

平成 28 年度差押件数
預貯金 不動産 動産（捜索） 国税還付金 生命保険 給与 賃料

３48 ２4 ５５ ２９ ５９ ４４ １０

差押による徴収額（差押による自主納付額を含む）　　（円）
預貯金 不動産 動産（捜索） 国税還付金 生命保険 給与 賃料

26,349,904 34,621,463 21,750,509 1,700,213 12,852,979 10,299,768 10,155,936

▼参考

差
押
を
受
け
る
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

滞
納
を
放
置
せ
ず

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う

平
成
28
年
度
Ｆ
Ｐ
相
談
が
改

善
に
つ
な
が
っ
た
主
な
事
例

納
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　税金の種類に応じて、八女市または
県税事務所の収納窓口となります。必ず
納税通知書等によりご確認ください。

◦八女市納税課納税推進係
　（☎２３・２６６６）※直通
◦福岡県筑後県税事務所
　（☎０９４２・５２・５１３１）※代表

12 月は

写真はイメージです

写真はイメージです
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
を

　
後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の
命
日
と
な
る
10
月
８
日
㈰
、「
大

杣
公
園
祭
」
が
御
墓
の
あ
る
矢
部
村
大
杣
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
良
成
親
王
は
後
村
上
天
皇
の
皇
子
で
後
醍
醐
天
皇
の

孫
に
あ
た
り
、
叔
父
の
懐
良
親
王
と
と
も
に
南
朝
再
興
の
た

め
に
九
州
各
地
で
戦
い
ま
し
た
が
、
南
朝
の
再
興
か
な
わ
ず
、

元
中
９
年
（
１
３
９
２
）
矢
部
の
地
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
宮
内
庁
や
南
朝
ゆ
か
り

の
あ
る
吉
野
町
、
菊
池
市
の
関
係
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参

加
し
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
親
王
を
偲
び
ま
し
た
。
式
典

で
は
澄
み
切
っ
た
秋
晴
れ
の
も
と
、
地
元
保
存
会
に
よ
る
公

卿
唄
や
浦
安
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
㈰
、
八
女
市
立
花
運

動
場
・
体
育
館
周
辺
で
「
平
成
29

年
度
八
女
地
区
総
合
防
災
訓
練
」

（
八
女
市
・
八
女
消
防
本
部
等
５

団
体
が
共
催
）
が
行
わ
れ
、
市
内

外
51
の
団
体
・
機
関
と
市
民
、
総

勢
２
８
０
０
人
あ
ま
り
が
参
加
し
、

豪
雨
災
害
・
地
震
災
害
・
大
規
模

災
害
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　
八
女
市
を
襲
っ
た
平
成
24
年
7

月
九
州
北
部
豪
雨
、
平
成
28
年
の

熊
本
地
震
、
今
年
発
生
し
た
平
成

29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
等
、
今

後
も
集
中
豪
雨
や
台
風
・
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
訓
練
で
は
、
八
女
市
と

近
隣
市
町
村
の
防
災
関
係
機
関
等

の
連
携
、
お
よ
び
地
域
住
民
が
一

体
と
な
っ
た
訓
練
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
地
域
防
災
力
の
底
上

げ
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
日
常
や
災
害
発
生

時
に
「
自
ら
が
何
を
す
る
べ
き
か
」

を
考
え
、
防
災
・
減
災
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。

良
成
親
王
を
偲
ぶ
大
杣
公
園
祭

18

各地区の救急医療チームが参加した訓練自衛隊など様 な々団体が参加

　
中
秋
の
名
月

の
10
月
4
日
㈬
、

黒
木
文
化
連
盟

主
催
の
観
月
会

が
「
学
び
の
館
」

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
満
月
を
二

日
後
に
迎
え
た

観
月
会
で
は
、
時
折
雲
も
見
え
ま

し
た
が
、
お
お
む
ね
天
候
に
恵
ま

れ
多
く
の
人
が
お
月
見
に
訪
れ
ま

し
た
。
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
中
庭

で
琴
や
尺
八
の
演
奏
を
聴
い
た
り
、

お
茶
席
で
抹
茶
を
い
た
だ
い
た
り

し
な
が
ら
、
美
し
い
月
と
と
も
に

秋
の
一
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

中
秋
の
名
月
を
愛
で

る
観
月
会

㊤浦安の舞
㊦地元保存
会の皆さんに
よる公卿唄
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９
月
30
日
㈰
、森（
矢
部
川
源
流
）を
い
た
わ
り
、海（
有

明
海
）を
守
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、八
女
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
矢
部
川
水
源
か
ん
養
地｢

源
流
の

森｣

を
守
る
整
備
奉
仕
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
奉
仕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
筑
後
川
・
矢
部
川
の

分
水
嶺
と
し
て
希
少
な
峰
で
あ
る
福
岡
県
の
最
高
峰
、

釈
迦
岳
、
御
前
岳
連
峰
な
ど
大
切
な
自
然
（
森
と
海
）

を
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第

２
７
０
０
地
区
・
第
７
グ
ル
ー
プ
の
85
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
矢
部
川
源
流
地
域
（
御
側
地
区
）

の
良
成
親
王
御
墓
の
あ
る
大
杣
公
園
周
辺
の
清
掃
を
熱

心
に
行
い
ま
し
た
。
お
昼
に
は
杣
の
さ
と
特
製
の
田
舎

バ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

森
を
い
た
わ
り
海
を
守
る

空
手
で
全
国
大
会
へ

　
11
月
に
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
る
第

11
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手

道
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
児
童
２

人
が
10
月
10
日
㈫
、
市
役
所
を
訪
問

し
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。
同
大
会
の

小
学
２
年
生
男
子
の
部
に
荒
田
陽
向

さ
ん
（
岡
山
小
）、
小
学
5
年
生
男
子

の
部
に
水
本
龍
人
さ
ん
（
長
峰
小
、
と

も
に
新
総
合
空
手
道
　
圏
彗
會
所
属
）

が
出
場
し
ま
す
。

　
鎌
田
副
市
長
は
、「
こ
れ
ま
で
の
努

力
が
実
り
全
国
大
会
出
場
で
き
る
こ
と

本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
真
剣

勝
負
の
中
に
も
心
に
余
裕
を
持
っ
て
集

中
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。
水
本
さ
ん
は
、「
今
年
こ
そ

は
ぜ
ひ
日
本
一
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
」
と
大
会
に
向
け
て
力
強
く
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

　10 月５日㈭、上妻小学校児童から平成 29 年 7 月九州北
部豪雨への義援金をお預かりしました。これは児童が各教
室を回り義援金をお願いして集めたものです。代表して義
援金を手渡しした田中俊輔君（６年）は「平成 24 年九州
北部豪雨では八女市も大きな被害があり、多くの人に助け
られました。今回、自分たちが助ける番だと思い義援金を
集めました」と思いを伝えました。この他にも多くの団体
から義援金をお預かりしました。これらは市を通じて被災
地へ届けさせていただきます。ありがとうございました。

　黒木町鹿子生区自治会では、㈶自治総合セ
ンターが行う一般コミュニティ助成事業（宝く
じ助成金）の助成を受け樹木粉砕機 ( ウッド
チッパー ) を導入しました。この機械の導入に
より、災害時の風倒木や道路・河川愛護作業
時に出た樹木の処理を、効率的に行うことが
できるようになりました。また、粉砕したもの
も堆肥などに利用できるため、環境にも配慮し
た利活用が期待できます。

コミュニティ助成事業で
樹木粉砕機を購入

上妻小学校児童の皆さんから義援金
をお預かりしました

大杣公園周辺を清掃しました
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
健

康
保
険
や
厚
生
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場

合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
29
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額

で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ

け
で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族

（
お
子
さ
ま
等
）
が
負
担
す
べ
き

国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て

い
る
場
合
、
そ
の
分
も
合
わ
せ

て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
29
年
中
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収

証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成

29
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ

た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
ら
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち

ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と

き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制

度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

　「
５
年
の
後
納
制
度
」
と
は
、

過
去
５
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
本

来
、
国
民
年
金
保
険
料
は
２
年

を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
将

来
の
年
金
受
給
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納

制
度
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
　

◉
こ
の
ペ
ー
ジ
の
年
金
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
役
所

市
民
課
国
保
年
金
係
（
☎
２
３・

１
１
１
６
）、
ま
た
は
国
民
年
金

保
険
料
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７

０
・
０
１
１
・
０
５
０
）

国
民
年
金
保
険
料
「
５
年

の
後
納
制
度
」
は
平
成
30

年
９
月
30
日
ま
で
！

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

国
民
健
康
保
険
等
を
は
じ

め
と
す
る
公
的
医
療
保

険
で
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し

た
際
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
医

療
費
の
一
部
（
一
部
負
担
金
）
を

支
払
う
だ
け
で
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
医
療
費
の

総
額
が
意
識
し
に
く
い
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
八
女
市
で
も
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

へ
、
医
療
費
負
担
の
し
く
み
や

健
康
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
年
６
回
、
２

か
月
ご
と
に
「
医
療
費
通
知
」

を
各
世
帯
に
お
届
け
し
、
皆
さ

ん
の
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　「
医
療
費
通
知
」
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
受
診
状
況
を
ふ
り
返
り
、

健
康
な
体
づ
く
り
や
、
病
気
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
医
療
費
通
知
」
の
記

載
内
容
が
医
療
機
関
等
発
行
の

領
収
書
等
と
大
き
く
異
な
る
場

合
は
、
お
手
数
で
す
が
市
民
課

国
保
年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保

年
金
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

医
療
費
通
知
（
医
療
費
の
お

知
ら
せ
）
を
ご
存
じ
で
す
か

国  保

年  金

平
成
30
年
度
（
29
年
分
）

所
得
の
申
告
か
ら
医
療
費

控
除
に
医
療
費
通
知
が
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
16
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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　げんき脳講座で認知症について学んでみません
か？お友だちをお誘いのうえ多くのご参加をお待ちし
ています。
◦対象＝ 65 歳以上の八女市民で認知症予防に関心
のある方。事前申し込みが必要です。
◦参加費＝無料

◦問い合わせ＝介護長寿課高齢者支援係
（☎２３・１３０８）

げんき脳講座
（八女・黒木・立花会場）

八
女
会
場

◦日時＝11月28日㈫ 14 時～ 15 時 30 分
◦場所＝おりなす八女はちひめホール
◦テーマ＝体を動かして　脳すっきり
◦講師＝作業療法士　松岡秀年さん
※体を動かしますので、動きやすい服装で水分
をお持ちください。

黒
木
会
場

◦日時＝11月24日㈮ 14 時～ 15 時 30 分
◦場所＝黒木支所大会議室
◦テーマ＝生活習慣を見直そう血圧管理して認
知症予防」
◦講師＝管理栄養士

立
花
会
場

◦日時＝11月10日㈮ 14 時～ 15 時 30 分
◦場所＝八女市働く女性の家
◦テーマ＝お口ケアからはじめる認知症予防
◦講師＝歯科衛生士

　
八
女
市
で
は
、
不
妊
治
療
を
行

う
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
不
妊
治
療
費
助
成

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
一
般
不
妊
治
療
（
第
１
段
階
）】

▽
保
険
診
療
の
適
用
と
な
る
不
妊

治
療
お
よ
び
検
査

▽
人
工
授
精

▽
上
限
額
３
万
円
（
年
度
１
回
の

申
請
）

【
特
定
不
妊
治
療
（
第
２
段
階
）】

▽
保
険
診
療
の
適
用
と
な
ら
な
い

体
外
受
精
、
顕
微
授
精

▽
福
岡
県
発
行
の
「
不
妊
治
療

費
助
成
承
認
決
定
通
知
書
」
が

必
要

▽
上
限
額
５
万
円
（
福
岡
県
が
規

定
し
た
回

数
）

★
申
請
書

類
は
、
八

女
市
役
所

健
康
推
進
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

（
八
女
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
請
書
類
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）

★
不
妊
治
療
期
間
中
の
領
収
書
、

明
細
書
は
申
請
時
に
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

（
☎
２
３・１
２
０
１
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、八
女
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不
妊
治
療
費
の
助
成
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

八女市指定鍼灸院での
はり・きゅう治療について

　八女市指定鍼灸院でのはり・きゅう

治療では、1回につき１,000 円を助成

します。※ 1人につき１か月７回まで。

◆対象となる人　
▪八女市国民健康保険に加入している

人
▪八女市内にお住まいで後期高齢者医

療に加入している人

◆助成の受けかた　

▪被保険者証および印鑑を八女市指

定鍼灸院に直接持参ください。詳細は

各鍼灸院か次へお尋ねください。

⃝問い合わせ＝市民課国保年金係（☎

23・1116）／公費医療 係（☎ 23・

1117）

◦
内
容
＝
筋
力
向
上
を
目
的
に
椅
子
に

座
っ
て
で
き
る
体
操
を
行
い
ま
す
。
　

◦
対
象
者
＝
市
内
に
居
住
し
、
介
護
保

険
の
認
定
（
要
介
護
・
要
支
援
・
事

業
対
象
者
）
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
人
で
一
般
介
護
予
防
教
室
に
通
う

た
め
に
送
迎
が
必
要
な
方
。
主
治
医
か

ら
運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
が
、
運

動
器
の
機
能
低
下
に
不
安
の
あ
る
方
。

◦
開
催
回
数
＝
月
２
回

◦
時
間
＝
10
時
～
11
時
30
分
ま
た
は

13
時
30
分
～
15
時

◦
会
場
＝

【
八
女
・
立
花
地
区
】
八
女
市
保
健
セ

ン
タ
ー
3
階

【
黒
木
地
区
】
黒
木
支
所
大
集
会
室

【
上
陽・星
野
地
区
】星
野
支
所
大
会
議

室【矢
部
地
区
】
矢
部
公
民
館

◦
参
加
費
＝
１
０
０
円

◦
場
合
に
よ
っ
て
は
他
の
教
室
を
ご
案

内
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高
齢
者

支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

筋トレ大作戦
（送迎付き一般介護予防事業）

12 月から新規に、送迎付き一般介護予防事業
「筋トレ大作戦」を始めます。下記をご参照の
うえ、お問い合わせください。
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実
施
し
て
い
な
い
診
療
所
も

あ
り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け

歯
科
医
院
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
６
日
㈪
～
11
月

11
日
㈯

◦
場
所
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師

会
会
員
診
療
所

◦
内
容
＝
無
料
歯
科
健
診
・
フ
ッ

素
塗
布 

※
要
予
約

◦
問
い
合
わ
せ
＝
か
か
り
つ
け
歯

科
医
院
ま
た
は
八
女
筑
後
歯
科

お
知

ら
せ

医
師
会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

※
平
日
９
時
～
16
時
30
分
、
土

曜
日
９
時
～
11
時
30
分

　

社
交
ダ
ン
ス
や
中
高
齢
者
体

操
、
太
極
拳
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な

ど
各
教
室
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
11
日
㈯
９
時
～

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
入
場
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
☎

２
４
・
１
３
４
０

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

等
の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
毎

月
第
２
・
第
４
日
曜
日
に
開
催
。

出
店
者
随
時
募
集
。

◦
開
催
日
＝
11
月
12
日
㈰
９
時

～
12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
11
月
12
日
㈰
８
時
、

立
花
体
育
館
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
中
島
・
原
島
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

八
女
文
化
連
盟
部
員
の
皆
さ

ん
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
12
日
㈰
10
時
～

17
時
30
分
（
開
場
９
時
30
分
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
出
演
＝
邦
舞
部
、
吟
詠
部
、
民

謡
部
、
大
正
琴
部
、
弦
楽
部
、
尺

八
部
、
洋
舞
部

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

（
☎
２
４
・
８
１
６
３
）

　

今
回
は
「
夢
を
持
つ
こ
と
、
人

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」
と
題

し
、
下
西
生
実
子
さ
ん
（
ト
ン
カ

フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ
経
営
）
の
講
演
。

参
加
費
無
料
。
定
員
40
人

◦
日
時
＝
11
月
14
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ・ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清

水
町
商
店
街
）☎
２
４
・
９
６
５
７

　

在
宅
療
養
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要

◦
日
時
＝
11
月
18
日
㈯
14
時
～

16
時

◦
場
所
＝
九
州
芸
文
館

◦
内
容
＝
医
師
に
よ
る
講
演
、
在

宅
で
看
取
ら
れ
た
家
族
と
訪
問

看
護
師
の
体
験
談
の
２
部
構
成
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
み
ど
り
の
杜
病

院
（
☎
２
３
・
０
０
０
２
）

　

秋
の
夜
長
の
ひ
と
と
き
、
幾
種

類
も
の
ギ
タ
ー
が
織
り
な
す
、
県

内
唯
一
の
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
18
日
㈯
18
時
30

分
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
入
場
料
＝
１
０
０
０
円
（
当
日

１
２
０
０
円
）

◦
曲
目
＝
ニ
ュ
ー
・
シ
ネ
マ
・
パ
ラ

ダ
イ
ス
、タ
イ
ス
の
瞑
想
曲
、
他

◦
客
演
＝
深
町
ま
ど
か
（
フ
ル
ー

ト
・
オ
カ
リ
ナ
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　

八
女
「
お
は
な
し 

お
は
な
し
」

の
語
り
手
が
語
る
い
ろ
い
ろ
な
お

は
な
し
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
参
加
費
無
料
。
大
人
の
方
、

静
か
に
「
お
は
な
し
」
の
聴
け
る

お
子
さ
ま
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

◦
日
時
＝
11
月
19
日
㈰
13
時
30

分
～

◦
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館
２

「
い
い
な
、い
い
歯
」
週
間
、
無

料
歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
軽
ト
ラ
市

サ
ウ
ス
ま
つ
り
２
０
１
７

第
46
回
地
域
活
動
講
演
会

八
女
文
化
連
盟 

総
合
芸
能
祭

在
宅
ホ
ス
ピ
ス
を
語
る
会

Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ
タ
ー
室
内
合

奏
団
第
46
回
定
期
演
奏
会

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の

お
は
な
し
会

　夢二シリーズ第４弾。今回は竹
久夢二と、夢二に深く影響を受け
た俳優、演出家、絵師であり、八
女の市民劇の監修や演技指導でゆ
かりのあった米倉斉加年氏両名の
魅力的な作品展です。入場無料。
◦日時＝１１月２日㈭～ 26日㈰、９
時～17 時（月曜休館）◦オープニ
ングイベント＝11月 3日㈷ 10 時
30 分 日本舞踊「宵待草」ほか◦ギャ
ラリートーク＝期間中の日曜日、14
時から全４回◦会場・問い合わせ
＝八女伝統工芸館（☎ 22・3131）

竹
久
夢
二
と

米
倉
斉
加
年
展

11
月
２
日
㈭
～
26
日
㈰

八
女
伝
統
工
芸
館

　　
　11 月14 日㈫午前 11時から、
全国瞬時警報システムを用いた、
地震や武力攻撃等の緊急情報の
伝達訓練が全国一斉に行われま
す。これにあわせて、防災ラジ
オが自動起動し、最大音量で「こ
れはテストです」という放送が３
回流れます。訓練ですのでお間
違えないようお願いします。

（※）Ｊアラートとは、地震・津波
や武力攻撃等の緊急情報を、国か
ら人工衛星などを通じて瞬時にお
伝えするシステムです。
⃝問い合わせ＝防災安全課消防
防災係（☎ 23・1731）

緊急情報の伝達訓練

「防災ラジオをもらってい
ない」「故障した」などの
問い合わせは秘書広報課
へ（☎ 23・1110）
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◦
日
時
＝
11
月
30
日
㈭
・
12
月

７
日
㈭
全
２
回

◦
材
料
費
＝
２
千
円
（
千
円
×
２

回
分
）

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
（
頭
に
か
ぶ
る
も
の
）・

筆
記
用
具

◦
定
員
＝
20
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

◦
場
所
＝
東
公
民
館
３
・
４
号
室

◦
申
込
＝
東
公
民
館
（
☎
＆
N
２

３
・
５
２
７
６
）
※
11
月
１
日
㈬

～
11
日
㈯
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

お
願
い
し
ま
す
。（
９
時
～
17
時
）

　

図
書
館
司
書
が
、
基
本
的
な

本
の
修
理
技
術
を
お
教
え
し
ま

す
。
興
味
が
あ
る
方
は
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
が
、
細

か
い
作
業
の
た
め
、
必
要
な
方
は

眼
鏡
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
24
日
㈮ 

10
時
～

12
時

◦
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館
２

階
研
修
室

◦
定
員
＝
10
人

◦
申
込
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な
び
っ

と
八
媛
（
図
書
館
本
館
内
）
☎

２
２
・
２
５
０
４
※
11
月
１
日
㈬

か
ら
図
書
館
本
館
・
分
館
カ
ウ
ン

タ
ー
ま
た
は
電
話
で
受
付
。

◦
参
加
費
＝
１
回
３
０
０
円
、
会

員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ（
☎
２
４・１
３
４
０
）

　

華
や
か
な
ミ
ニ
ブ
ー
ケ
の
作
り

方
を
学
び
ま
す
。
こ
れ
さ
え
覚
え

れ
ば
、
誕
生
日
や
お
祝
い
事
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
役
立
ち
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
22
日
㈬
13
時
～

15
時

◦
材
料
費
＝
２
千
円

◦
場
所
＝
黒
木
公
民
館

◦
申
込
＝
同
館
（
☎
４
２
・
９
７

３
０
）
※
11
月
１
日
㈬
か
ら
先

着
順
受
付
（
定
員
20
人
）
祝
祭

日
を
除
く
月
～
土
曜
日
８
時
30

分
～
17
時
受
付
。
託
児
は
期
日

の
10
日
前
ま
で
に
要
予
約
。

　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
で
ト
マ
ト
生
産

農
家
で
も
あ
り
、
九
州
芸
文
館

で
も
人
気
講
師
の
貝
田
輝
子
さ
ん

か
ら
、「
冬
の
お
も
て
な
し
料
理
」

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月

と
イ
ベ
ン
ト
の
多
い
季
節
。
旬
の

野
菜
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
、
大
切

な
お
客
さ
ま
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
無
料
、
先
着
順・予
約
制
、

前
日
12
時
締
切
。

◦
日
時
＝
12
月
１
日
㈮
10
時
～

11
時
30
分

◦
場
所
＝
県
子
育
て
女
性
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー（
久
留
米
市
合
川
町
）

◦
内
容
＝
お
ト
ク
な
税
金
の
は
な
し

◦
申
込・問
い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２・
３
８・
７
５
７
９
）

◦
日
時
＝
11
月
10
日
㈮
、
24
日

㈮
、
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

会
」
の
取
り
組
み
を
知
っ
て
頂
く

た
め
、｢

九
州
・
山
口
70
歳
現
役

社
会
推
進
大
会｣

を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
㈱
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た

か
た
の
創
業
者
髙
田
明
氏
に
現

役
で
活
躍
し
続
け
る
秘
訣
を
お

話
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
費
無

料
。
要
申
込
。

◦
対
象
者
＝
高
齢
者
の
方
・
高

齢
者
の
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い
る

企
業
の
方
な
ど

◦
日
時
＝
11
月
27
日
㈪
13
時
30

分
～
16
時
30
分

◦
場
所
＝
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡

（
福
岡
市
博
多
区
下
川
端
町
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
大
会

運
営
事
務
局
㈱
三
広
内

（
☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
２
１
２
）

階
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
森
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
７
４
７
８
・
４
４
３
８
）

　

サ
ツ
マ
イ
モ
を
包
む
と
こ
ろ
か

ら
始
め
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く

遊
び
、
ホ
ク
ホ
ク
の
焼
き
い
も
を

一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う
！
参
加
費

無
料
。
要
申
込
、
50
人
。

◦
日
時
＝
11
月
25
日
㈯
10
時
～

12
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

　

福
岡
県
で
は
「
70
歳
現
役
社

70
歳
現
役
社
会
推
進
大
会

不
安
解
消
！
働
き
た
いマ
マ
座
談
会

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

黒
木
公
民
館
講
座「
華
や
か
な

ミ
ニ
ブ
ー
ケ
作
り
」
託
児
付
き

東
公
民
館
講
座
「
輝
ち
ゃ
ん

先
生
の
お
も
て
な
し
料
理
」

と
し
ょ
か
ん
大
人
塾
２
０
１
７

「
本
の
修
理
技
術
を
学
ぼ
う
」

多
世
代
交
流
事
業「
焼
き
い
も
会
」

教
室
・
講
座

　

昨
年
の
調
査
に
よ
り
、
市
内
に
は

空
き
家
が
１
５
０
０
軒
以
上
あ
る
こ

と
が
分
り
ま
し
た
。
今
年
の
4
月
に

行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
9
月
に

行
わ
れ
た
「
U-

18
ま
ち
づ
く
り
総

選
挙
」
に
お
い
て
も
、
空
き
家
対
策

の
ほ
か
、人
口
減
少
対
策
、企
業
誘
致
、

若
い
人
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
雇

用
創
出
な
ど
の
ご
意
見
を
頂
い
て
い

ま
す
。
と
も
に
関
連
し
た
課
題
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
が
抱
え
る
課

題
を
解
決
し
て
い
く
方
法
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
学
ぶ
た
め
に
研
修
会
を
行

い
ま
す
。
八
女
東
部
と
西
部
の
２
か

所
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ど
な
た
も

ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
八
女
東
部
】
◦
日
時
＝
11
月
７
日

㈫
15
時
30
分
～
◦
場
所
＝
ふ
じ
の
里 

多
目
的
ホ
ー
ル
（
黒
木
町
）

【
八
女
西
部
】
◦
日
時
＝
11
月
８
日

㈬
15
時
～
◦
場
所
＝
立
花
市
民
セ
ン

タ
ー
（
立
花
支
所
隣
接
）
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
財
政
課

（
☎
２
４
・
９
０
０
９
）

【講師紹介】 縮
小
す
る
社
会
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

地
域
づ
く
り
を
学
び
ま
し
ょ
う
（
研
修
会
の
ご
案
内
）

　会社を東京から徳島県美波町に移転。
自らの体験を活かし、行政や地域住民
とともに企業・起業誘致や定住支援を
はじめとした地域振興事業に取り組む。

㈱あわえ代表取締役 
美波町参与 
吉田 基

も と

晴
は る

さん
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日
頃
よ
り
、
私
た
ち
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
市
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
「
飛
形
山
」
を
き
れ
い
に

し
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
昼
食
に

だ
ん
ご
汁
・
お
に
ぎ
り
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
３
日
㈰
９
時
30

分
～

◦
場
所
＝
飛
形
自
然
公
園

◦
内
容
＝
公
園
内
の
下
草
取
り
・

ご
み
拾
い
・
樹
木
へ
の
肥
料
散
布

な
ど

◦
募
集
締
切
＝
11
月
17
日
㈮

◦
持
参
品
＝
草
刈
機
・
鎌
・
な
た
・

の
こ
ぎ
り
な
ど
（
持
っ
て
い
る
方

は
ご
協
力
く
だ
さ
い
）。
作
業
し

や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
支

所
産
業
経
済
課
商
工
観
光
係

（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）

＝
１
月
20
日
㈯
14
時
～
15
時
30

分
◦
定
員
60
人
（
要
申
込・抽
選
）

①
②
共
通

◦
集
合
時
間
＝
各
講
座
と
も
30

分
前
に
集
合
、
館
内
見
学
を
20

分
程
度
実
施
）

◦
申
込
締
切
＝
11
月
22
日
㈬
17

時
必
着

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
共

同
公
文
書
館（
筑
紫
野
市
上
古
賀
）

☎
０
９
２
・
９
１
９
・
６
１
６
６

①
田
主
丸
か
っ
ぱ
ウ
オ
ー
ク

◦
日
時
＝
11
月
3
日
㈷
８
時
八

女
伝
統
工
芸
館
集
合
出
発
。
車

乗
り
あ
わ
せ
で
田
主
丸
会
場
の
県

緑
化
セ
ン
タ
ー
へ
。
10
時
ス
タ
ー

ト
、
約
10
㌔

②
清
水
山
も
み
じ
ウ
オ
ー
ク

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
９
時
八

女
伝
統
工
芸
館
前
集
合
出
発
。

車
乗
り
あ
わ
せ
で
清
水
小
学
校

へ
。
10
時
ス
タ
ー
ト
、
５
㌔
お
よ

び
10
㌔
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
す
。

①
②
共
通

◦
持
参
品
＝
水
筒
・
雨
具
・
コ
ッ

プ
・
健
康
保
険
証
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
荒
川
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
４
９
９
７
・
５
８
１
３
）

　年賀状や絵手紙・招待状など様々
な用途で活用できる消しゴムはんこ
を作る一日講座を開催します。当日は、
汚れてもよい服装でお越しください。

◦日時＝ 12 月２日㈯ 13 時
30 分～ 15 時 30 分
◦場所＝八女市田崎廣助美
術館（立花市民センター）

◦講師＝石松軍人さん
◦参加費＝ 300 円
◦持参品＝彫刻刀・タオル（手拭用）
◦参加人数＝12 人（中学生以上対象、
応募者多数の場合は抽選）
◦申込＝11 月 23 日㈷までに電話・
FAX・八女市ホームページより
◦問い合わせ＝八女市田崎廣助美術
館（☎ 24・8304 ／N 24・8305）

八女市田崎廣助美術館

1日講座「けしごむはんこ」 ◦
演
題
＝
浄
瑠
璃「
義
経
千
本
桜
」

を
読
む
～
郷
土
の
伝
統
芸
能
、

燈
籠
人
形
の
演
目
で
あ
る
「
吉
野

山
狐
忠
信
初
音
之
鼓
」
か
ら
古

典
文
学
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
～

◦
講
師
＝
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女

子
大
学
准
教
授 

木
下
華
子
さ
ん

（
八
女
市
本
町
出
身
）

◦
日
時
＝
11
月
25
日
㈯
14
時
～

16
時
（
13
時
30
分
か
ら
受
付
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

２
階
第
３
研
修
室

※
参
加
費
無
料
、
定
員
先
着
50
人

◦
申
込
＝
八
女
市
立
図
書
館
本

館
☎
＆
N
（
２
２
・
２
５
０
４
）

11
月
１
日
㈬
～
11
月
19
日
㈰
八

女
市
立
図
書
館
本
館
・
分
館
カ

ウ
ン
タ
ー
に
て
。
電
話
で
の
受
付

は
、
八
女
市
立
図
書
館
本
館
の

み
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

　

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
見
る
か
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
開
館
5
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
】

▽
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
地
元

太
鼓
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
共
演
◦
日

時
＝
11
月
18
日
㈯
13
時
～
13
時

30
分
▽
記
念
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
築
く
未

来
～
共
同
公
文
書
館
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
◦
日
時
＝
11
月
18
日
㈯
14

時
～
16
時
◦
定
員
＝
１
２
０
人

（
先
着
）
▽
特
別
展
「
公
文
書
で

め
ぐ
る
鉄
道
の
旅
～
近
代
の
福

岡
」
◦
期
間
＝
11
月
18
日
㈯
～

1
月
28
日
㈰

【
公
開
講
座
】
※
参
加
費
無
料

①
和
綴
じ
講
座
◦
日
時
＝
12
月

３
日
㈰
13
時
30
分
～
16
時
◦
定

員
20
人
（
要
申
込
・
抽
選
）

②
は
じ
め
て
の
く
ず
し
字
◦
日
時

　

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
は
管
内
の

農
業
関
係
機
関
（
県
・
八
女
市
・

筑
後
市・広
川
町
）
と
一
体
と
な
っ

て
、
新
た
に
野
菜
生
産
に
取
り
組

む
こ
と
を
希
望
す
る
方
に
生
産
技

術
・
経
営
管
理
等
に
つ
い
て
実
習
、

座
学
を
通
じ
て
研
修
を
行
い
ま

す
。
原
則
、
研
修
に
係
る
費
用
は

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
が
負
担
。

◦
研
修
生
の
資
格
＝
①
概
ね
45

歳
ま
で
の
人
②
心
身
と
も
に
健

康
で
農
業
に
意
欲
的
な
人
③
研

修
終
了
後
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女

管
内
に
お
い
て
居
住
し
、
管
内
で

農
業
経
営
を
行
う
人
④
農
業
経

営
開
始
に
あ
た
り
２
０
０
万
円
程

度
準
備
で
き
る
人

◦
募
集
期
間
＝
11
月
１
日
㈬
～

12
月
25
日
㈪

◦
募
集
人
員
＝
４
人
程
度

図
書
館
講
座 

福
岡
共
同
公
文
書
館

飛
形
山
愛
樹
祭
参
加
者

八
女
歩
こ
う
会
健
康
ウ
オ
ー
ク

平
成
30
年
度
農
業
研
修
生

　心地よい深秋の八女コースを、ガイド
と一緒に楽しく歩きませんか♪
◦日時＝ 11 月12 日㈰ 9 時 30 分受付、
10 時 30 分スタート、16 時解散※雨天決
行◦集合場所＝山の井公園（山内）※駐
車場は川崎小学校グラウンド。フィニッ
シュ後、ゴール地点からスタート地点ま
でバスで送ります。◦参加費＝1000円（子
ども同額、未就学児無料）◦参加記念品
＝八女コース特製オルレクッキー、オリジ
ナル缶バッジ、スカーフ、八女茶（ペット
ボトル）等◦定員＝150 人（先着順）◦
申込方法＝ファクスにて住所・氏名・年
齢・連絡先を記入して申し込みください。
◦申込先＝商工観光課（N22・7311）◦
申込締切＝11月2日㈭ 17 時※定員に達
していない場合は 11月６日㈪まで◦問い
合わせ＝商工観光課（☎ 23・1192）

九州オルレ八女コース・オルレフェアー
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◦
研
修
作
目
＝
イ
チ
ゴ
・
ト
マ
ト

※
ほ
か
の
作
物
に
つ
い
て
も
相
談

を
受
け
ま
す
の
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
研
修
期
間
＝
平
成
30
年
６
月

～
平
成
31
年
５
月
（
１
年
間
）

◦
申
込
方
法
＝
① 「
農
業
研
修
申

込
書
（
様
式
１
号
）」
お
よ
び
「
履

歴
書
（
様
式
２
号
）」
を
Ｊ
Ａ
ふ

く
お
か
八
女 

営
農
指
導
部
農
業

振
興
課
へ
各
１
部
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
郵
送
可
）
※
申
込
書
は

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
営
農
指
導
部
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
３
７
８
）

　

解
雇
、
雇
止
め
、
セ
ク
ハ
ラ
等

の
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
会
。

無
料
、
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
。

◦
日
時
＝
11
月
12
日
㈰
10
時
～

18
時

◦
相
談
方
法
＝
面
談
ま
た
は
電
話

◦
相
談
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福

岡
県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
）

福
岡
県
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
女
性
に
関
す
る
人
権

問
題
の
相
談
を
、
人
権
擁
護
委

員
と
法
務
局
職
員
が
無
料
で
応

じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
。
一
人
で
悩

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
11
月
13
日
㈪
～
19
日

㈰
〈
平
日
〉
８
時
30
分
～
19
時

〈
土
日
〉
10
時
～
17
時

◦
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
）

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
で

は
女
性
の
人
権
に
関
す
る
電
話
相

談
を
平
日
8
時
30
分
～
17
時
15

分
ま
で
（
そ
れ
以
外
は
留
守
番
電

話
対
応
）
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
人

権
擁
護
部
（
☎
０
９
２
・７
３
９
・

４
１
５
１
）

　

交
通
事
故
解
決
ま
で
の
流
れ
、

保
険
請
求
手
続
き
、
後
遺
症
認

定
請
求
な
ど
に
つ
い
て
行
政
書
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
し
た

い
交
通
事
故
に
関
す
る
資
料
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
11
月
18
日
㈯
10
時
～

16
時

◦
場
所
＝
石
橋
文
化
会
館
会
議

室
Ａ
（
久
留
米
市
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
行
政
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１
）

　

お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
求
職
者
を
対
象
に
、
再
就

職
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
１
対

１
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
相
談
無

料
、
要
予
約
。

◦
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
、
10
時

～
17
時

◦
場
所
＝
ハロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
２
階

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
４
３
３
・
７
７
８
０
）

　

県
で
は
家
族
の
介
護
を
し
な

が
ら
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
認
知
症
を
含
む
介
護
と

就
労
に
関
す
る
相
談
に
、
社
会

保
険
労
務
士
・
介
護
支
援
専
門

員
・
精
神
保
健
福
祉
士
等
が
面

談
や
電
話
で
応
じ
ま
す
。

◦
場
所
＝
①
イ
オ
ン
戸
畑
区
２

Ｆ
よ
い
と
さ
広
場
（
北
九
州
市
）

②
イ
オ
ン
下
大
利
店
１
Ｆ
ベ
ー
カ

リ
ー
コ
ー
ナ
ー
横
（
大
野
城
市
）

◦
面
談
・
電
話
相
談
日
時
＝
①
第

１
・
３
日
曜
日
②
第
２
・
４
日
曜

日
、
12
時
～
18
時
※
３
月
は
第

１
・
２
日
曜
日
の
み
実
施

◦
電
話
相
談
番
号
＝
０
８
０
・
２

７
７
９
・
４
１
５
９

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
麻
生
教

育
サ
ー
ビ
ス
㈱
（
☎
０
９
０
・
１

５
１
９
・
３
０
２
３
）

　

福
岡
県
で
は
、「
子
育
て
女
性

の
た
め
の
合
同
会
社
説
明
会
＆

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
in
久
留
米
」

を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
30
日
㈭
10
時
～

14
時
（
13
時
30
分
受
付
終
了
）

◦
場
所
＝
久
留
米
市
役
所
２
階

く
る
み
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
⑴
子
育
て
女
性
の
た
め

の
合
同
会
社
説
明
会
（
約
10
社

出
展
予
定
）
⑵
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
、

好
感
度
ア
ッ
プ
講
座
）

◦
費
用
＝
無
料

◦
託
児
所
＝
無
料
、
定
員
30
人

（
先
着
順
、
要
予
約
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
子
育

て
女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
８
・
７
５
７
９
）

　

中
学
生
・
保
護
者
・
教
員
を

対
象
に
開
催
し
ま
す
。申
込
不
要
。

①
11
月
３
日
㈷
17
時
30
分
～
19

時
30
分
／
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

②
11
月
８
日
㈬
19
時
～
20
時
／

星
野
行
政
福
祉
セ
ン
タ
ー

③
11
月
14
日
㈫
19
時
～
20
時
／

矢
部
公
民
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
島
高
等
学
校

（
☎
２
２
・
５
１
４
８
）

労
働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

40
歳
か
ら
の
個
別
就
職
相
談

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

交
通
事
故
無
料
相
談
会

介
護
と
仕
事
の
両
立
「
休
日

街
か
ど
相
談
」

子
育
て
女
性
合
同
会
社
説
明
会

◦期日＝１月28日㈰
◦会場＝べんがら村周辺
◦種目＝▽ファミリー 1.5㌔
▽小・中学生 2㌔
▽一般・マスターズ 4.5㌔
▽一般 8㌔
◦参加資格＝健康に自信のある 5 歳以
上の人
◦参加料＝1,000 円（小中学生 500 円）
◦申込方法＝申込書に必要事項を記入
の上、最寄りの郵便局にて参加料を振り
込むか、参加料と申込書を直接八女市
総合体育館へ持参ください。
◦申込締切＝12 月15日㈮
◦問い合わせ＝八女市総合体育館
　（☎２４・１２３０）

「茶のくに・やめ」
第 37 回

マラソン大会
参加者
募集！

就
業
支
援

県
立
福
島
高
等
学
校 

放
課
後
等
説
明
会
・
相
談
会

【ＰＣワークス（筑後市）パソコン実践力養成科】ワード・エクセル・パワーポイント等。受講料無料、テキスト代7128円、
定員15人、募集締切 11/20、訓練期間 12/21～4/20（9:40～16：20）※詳細はＰＣワークスへ（☎0942・53・8851）
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【第 34 回絣の里巡りin 筑後】◦日時＝
11/11 ㈯ 9:00 ～ 17:00、12 ㈰ 9:00 ～
16:00 ◦場所＝熊野区公民館◦問＝筑後
市観光協会（☎ 0942・53・4229）

【 第 7 回まかない飯グランプリ】◦日時＝
11/19㈰9:30～16:00※チケット販売8:30
～◦場所＝筑後広域公園◦問＝商工会議
所（☎ 0942・52・3121）

【白秋祭水上パレード】◦日時＝11/1㈬～ 3
㈷18:00 ～ 21:00◦場所＝川下りコース◦問
＝柳川観光案内所（☎0944・74・0891）

【秋の柳川ひまわり園】◦日時＝11/3 ㈷
～12日㈰の土日10:00 ～17:00◦場所＝
柳川ひまわり園◦問＝むつごろうランド（☎
0944・72・0819）

【古賀政男誕生祭】◦日時＝11/19 ㈰
10:00 ～◦場所・問＝古賀政男記念館（☎
0944・86・4133）

【まるごとみやま秋穫祭】◦日時＝11/25
㈯・26 ㈰ 9:30 ～ 16:00 ◦場所＝みやま
市立図書館駐車場周辺◦問＝市商工観光
課 ( ☎ 0944・64・1523）

【ひろかわ古墳まつり】◦日時＝11/12㈰9:00
～15:00◦場所＝石人山・弘化谷古墳公
園◦問＝同実行委員会（☎ 32・5555）

みやま市

大川市

広川町

筑後市

柳川市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国 　

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

者
の
会
」に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
に
は
事
前
に
団
体
登
録
が

必
要
で
す
。

◦
12
月
利
用
者
の
会
＝
11
月
18

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　　

清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
空
き
缶
・
空
き
び
ん

（
散
乱
ご
み
）
の
回
収
を
行
い
ま

す
。ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
八
女
市
環

境
衛
生
協
議
会
主
催
）

◦
期
日
＝
11
月
19
日
㈰

◦
集
合
場
所
＝【
八
女
地
区
】（
福

島
＝
市
役
所
▽
八
幡
＝
西
公
民

館
▽
そ
の
他
＝
各
行
政
区
）

【
黒
木
全
地
区
・
立
花
全
地
区
・

上
陽
地
区
・
矢
部
地
区
】
＝
各

行
政
区

【
星
野
地
区
】
＝
各
地
区
集
会
所

※
各
地
区
に
よ
っ
て
集
合
時
間
、

場
所
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は

隣
組
回
覧
を
ご
覧
に
な
る
か
、
各

行
政
区
長
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
者
に
は

参
加
賞
を
配
付
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
協
議
会
事
務

局
本
庁
環
境
課
（
☎
２
３
・
１
４

６
２
）
▽
黒
木
支
所
（
☎
４
２
・

１
４
６
３
）
▽
立
花
支
所
（
☎
２

３・４
９
３
３
）
▽
上
陽
支
所
（
☎

５
４
・
２
２
１
８
）
▽
矢
部
支
所

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野

支
所
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

　

福
岡
県
で
は
平
成
29
年
度
狩

猟
免
許
（
網
猟
免
許
、
わ
な
猟

免
許
、
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃

猟
）
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
受
験

資
格
、
申
込
方
法
、
必
要
書
類

な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
試
験
日
／
試
験
会
場
＝
１
月

21
日
㈰
／
ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
（
朝

倉
市
）
※
九
州
北
部
豪
雨
災
害

の
た
め
、
福
岡
県
朝
倉
総
合
庁

舎
か
ら
ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
へ
会
場

が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◦
申
込
期
間
＝
11
月
１
日
㈬
～

１
月
11
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
筑
後

農
林
事
務
所
農
山
村
振
興
課

（
☎
０
９
４
２
・
５
２
・
５
１
０
８
）

　

農
業
経
営
者
ご
と
の
農
業
収

入
全
体
を
対
象
と
し
た
総
合
的

な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

平
成
31
年
産
か
ら
収
入
保
険
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

の
農
産
物
で
自
然
災
害
だ
け
で

な
く
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た

収
入
減
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◦
加
入
で
き
る
人
＝
青
色
申
告
を

１
年
以
上
行
な
っ
て
い
る
農
業
者

（
個
人
・
法
人
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
地
区
農
業

共
済
組
合
（
☎
０
９
４
２
・５
３
・

０
３
６
１
）

　

労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
）
を
一
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
加
入
が
お

済
み
で
な
い
場
合
は
、
所
轄
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
加
入
手
続
き
を
行

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
労
働
局

（
☎
０
９
２
・
４
３
４
・
９
８
３
５
）

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

狩
猟
免
許
試
験

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
月
間
」
で
す

収
入
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す

第
38
回
空
き
缶・空
き
び
ん（
散

乱
ご
み
）
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

火災出火件数  1件 （31件）
救急出動件数 222件 （2,316件）
救急搬送人数 217人 （2,235人）

人身事故発生件数 33件 （296件）
傷　　者 43人 （400人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 64,896 (-73）
男 30,595  (-9)
女 34,301  (-64)

世帯数 24,758  (-26)
　※（　）内は前月比

出生 32 人 死亡 56 人
転入 214 人 転出 263 人

▼ 9 月の交通事故の状況

▼ 9 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（9 月30日現在）

▼ 9 月の異動

納期限・口座振替日は11月30日㈭
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦国民健康保険税（5 期）
◦後期高齢者医療保険料（5 期）
◦介護保険料（5 期）
◦住宅使用料（11 月）
◦保育料（11 月）

11月に
納める
もの
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予約

無料法律相談
◦11月16日㈭ 、12 月7日㈭／ 相談
　 13:00 ～ 16:00 ／場所・法務局八
　 女支局（収入等一定額以下等の条 
     件あり）※予約・法テラス福岡
　☎ 050・3383・5502
◦11月10 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
�◦11月17 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 11月 24日㈮ 13:30～ 16:00／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3003
◦11 月17 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦11月9日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画・生涯学習課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦11月20日㈪9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦11月10日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦11月2日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月14日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月1日㈬ 、15日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月6日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦11月17日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月10日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦11月1日㈬、15日㈬ 、29日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦�11月1日㈬ 、15日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦11月8日㈬、22日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）

◦11月8日㈬、22日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦11月6日㈪13:00 ～ 15:00 ／八女商
工会議所 
定例税務相談会
◦�11月13日㈪10:00 ～ 15:00 ／八女商

工会議所 
経営支援相談会
◦11月 20 日㈪ 13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎ 22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦11月21日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所203会議室
◦11月9日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月10日㈮・21日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月21日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦11月30日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火～金8:30 ～ 17:15 ／毎月
第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1～第4月曜日 14:30 ～16:00 ／南筑

後保健福祉環境事務所分庁舎（八女
総合庁舎）※予約☎0944・72・2176

性感染症検査　　と相談（無料）
◦�毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保

健福祉環境事務所分庁舎（八女総
合庁舎）※予約☎0944・72・2812

弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
◦�毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所

第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦11月21日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市
消費生活センター※予約 ☎23・1183

教育相談
◦平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委
員会☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事
務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平 日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦�平日10:00 ～ 17:00
　／☎092・513・7337
交通事故相談
◦���������平日9:15 ～ 17:00 ／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話

（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 17:00 ／
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年
金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／県青年司法書
士協議会（☎092・724・9505）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本所内）　  ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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１
歳
お
め
で
と
う
♡
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
い
っ

ぱ
い
に
育
っ
て
ね
！

１
歳
お
誕
生
日
お
め
で
と
う

♪
元
気
に
大
き
く
育
っ
て
ね
！

元
気
に
１
歳
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
が
嬉
し
い
ね
。
や
さ
し
い
子

に
育
っ
て
ね
♪

１
歳
お
め
で
と
う
！
大
好
き

な
お
兄
ち
ゃ
ん
達
と
仲
良
く

元
気
に
育
っ
て
ね
♡

い
つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
と
明

る
く
元
気
な
声
を
あ
り
が
と

う
。
大
好
き
だ
よ
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
お
姉

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に
育
っ

て
ね
♡

元
気
に
育
っ
て
く
れ
て
嬉
し
い

よ
。
ス
ク
ス
ク
朗
ら
か
に
成
長

し
て
ね
♪

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

お
兄
ち
ゃ
ん
に
負
け
じ
と
元
気

に
育
っ
て
ね
♡

平島 彩
あ や の

乃ちゃん

原田 蒼
そ う た

大ちゃん

栗山 紗
さ な

奈ちゃん

中村 祐
ゆ う し ろ う

史朗ちゃん

郷田 明
は る き

騎ちゃん

山﨑 優
ゆ あ

愛ちゃん栗山 紗
さ わ

和ちゃん

蒲原 芽
めい

ちゃん

Ｈ28年11月3日生（吉田）

Ｈ28年11月24日生（馬場）

Ｈ28年11月28日生（新庄）

Ｈ28年11月4日生（祈祷院）

Ｈ28年11月26日生（柳島）

Ｈ28年11月30日生（黒木町）Ｈ28年11月28日生（新庄）

Ｈ28年11月3日生（岩崎）

祝
１
歳
♡
わ
が
家
の
ア
イ
ド

ル
あ
ず
ち
ゃ
ん
。
い
つ
も
笑
顔

を
あ
り
が
と
う
！

島 杏
あ ず み

純ちゃん

Ｈ28年11月7日生（黒木町）

１
歳
お
め
で
と
う
！
毎
日
癒

し
を
あ
り
が
と
う
。
え
い
ち
ゃ

ん
大
好
き
♡

菜花 永
え い と

人ちゃん

Ｈ28年11月18日生（高塚）

おたんじょうびおめでとう

　「
土
橋
八
幡
宮
の
神
霊
が
稲

富
の
御お

た
び
し
ょ

旅
所
に
渡と

ぎ
ょ御
す
る「
土

橋
八
幡
宮
神
幸
行
事
」
が
10

月
17
日
㈫
に
、
御
旅
所
に
二

泊
し
た
後
再
び
同
八
幡
宮
に

戻
る
「
還
幸
行
事
」
が
19
日

㈭
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
で
は
、
赤
い
赭し

ゃ
ぐ
ま熊

を

か
ぶ
っ
た
子
ど
も
た
ち
や
獅
子

舞
等
か
ら
な
る
行
列
が
、
太

鼓
や
鉦
を
鳴
ら
し
な
が
ら
に

ぎ
や
か
に
町
並
み
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
獅
子
に
か
ま
れ
る

と
そ
の
年
は
無
病
息
災
で
過

ご
せ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
沿

道
に
は
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
家

族
な
ど
多
く
の
見
物
人
が
健

康
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
市
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、１
６
０
１
年（
慶
長
6
年
）、

筑
後
一
円
の
領
主
と
な
っ
た
田

中
吉
政
公
が
福
島
城
を
築
城

す
る
際
に
、
同
八
幡
宮
を
現

在
地
に
移
転
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
壁
の
町
並
み
を
練
り
歩
く

土
橋
八
幡
宮
神
幸
行
事

満１歳のお子さんの
写真を募集します！
　
　満１歳のお子さまの写真
を募集しています。（ただ
し、市内に住民登録がある
か実際に住んでいる人に限
る）。名前・生年月日・住所・
簡単なコメント（30字以内）
を添えて、誕生日前月の7
日までに直接お持ちいただ
くか、郵送でお申し込みく
ださい。なお、応募多数の
場合は先着順とさせていた
だきます。
●申し込み＝秘書広報課
秘書広報係（☎23・1110）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

▼
職
場
で
み
か
ん
談
義
と
な
り

ま
し
た
。
皮
の
む
き
方
一つ
と
っ

て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
表
れ

ま
す
ね
。
所
変
わ
れ
ば「
焼
き
み

か
ん
」
や
「
み
か
ん
鍋
」
な
る
食

べ
方
も
あ
る
そ
う
で
す
。
い
ろ
ん

な
食
べ
方
で
旬
の
味
覚
を
楽
し

み
た
い
も
の
で
す
ね
（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
今
年
度
か
ら
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク「
八
女
市
秘
書
広
報
課
」で
も

情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
写
真

や
動
画
を
交
え
な
が
ら
八
女
の

魅
力
や
旬
な
情
報
を
伝
え
て
い

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼「
こ
た
つ
に
ミ
カ
ン
」だ
と
ば

か
り
思
っ
て
い
た
ら
、
長
い
期

間
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
お
い

し
い
ミ
カ
ン
が
出
荷
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
驚
き
。
表
紙
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
動
画
も

ご
覧
く
だ
さ
い
ね
。（
Ｋ
・
Ｓ
）


